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研
究
論
文い

た
ま
し
い
自
己
告
白

ダ
リ
初
期
作
品
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

＼

『
性
理
論
』

ほ
か
、
フ
ロ
イ
ト
著
作
の
精
説
か
ら
生
ま
れ
た
エ
ロ
ス
の
表
現
＼

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
大
自
慰
者

セ
ニ
シ
タ
ス

ウ
イ
リ
ア
ム
・
テ
ル
ナ
ル
シ
ス
の
変
貌
ガ
ラ
ロ
ル
カ

は
じ
め
に

ア
ラ
ン

・
ボ
ス
ケ
は

『
ダ
リ
と
の
対
話
J

の
中
で

「

九
二
八
年
か
ら

一
九
三
四
年
ご
ろ
ま
で
の
ダ
リ
が

一
番
大
胆
だ
っ
た
」
と
述
べ
、

ダ
リ
自
身
に

と

っ
て
の
、
そ
の
重
要
性
を
問
い
た
だ
し
た
が
、

(
I
 

な
か

っ
た
。

ダ
リ
は
言
を
左
右
し
て
答
え

大
胆
だ
っ

た
と
言
う
の
は
、
も
ち
ろ
ん
性
的
な
表
現
の
こ
と
で
あ
る
。
ボ
ス

ケ
は
そ
の
例
に
、
「
ア
ン
ド
レ

・ブ
ル
ト
ン
の
家
に
あ
る
、
あ
の
猛
烈
に
エ
ロ
チ

ッ

(2
}
 

ク
な
絵
」
を
挙
げ
て
い
る
。

フ
ロ
イ
ト
の

『夢
判
断
』
及
び
「
愛
妻
ガ
ラ
」
と
木
霊
す

る
の
が
世
間
の
倣
い
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
初
期
作
品
は
、

『夢
判
断
」
に

見
る
パ
ラ
ノ
イ
ア
、
あ
る
い
は
無
意
識
が
頴
在
化
し
た

「夢
」
の
表
象
と
い
う

よ
り
は
、
同
じ
フ
ロ
イ
ト
の
著
作
で
も
幼
児
性
欲
に
関
す
る

『性
理
論
」
そ
の

ダ
リ
と
言
え
ば
、

松

岡

茂

雄

他
の
著
作
に
基
づ

い
た
、

「
い
た
ま
し
い
」
自
己
告
白
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ダ
リ
が
当
時
抱
え
て
い

た
性
的
な
不
安
が
、
彼
女
の
登
場
に
よ
り
直
ち
に

一
掃
さ
れ
た
と
も
思
わ
れ
な

、
。
'
>
 

ま
た
、

ガ
ラ
に
つ
い
て
も
、
初
期
作
品
を
見
る
限
り
、

本
論
文
で
は
ダ
リ
の
死
(
-
九
八
九
年
）
の
直
前
か
ら
主
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
で

盛
ん
に
な
っ
た
先
人
の
研
究
成
果
を
足
が
か
り
に
、
初
期
作
品
の
中
で
フ
ロ
イ

(3
)
 

ト
理
論
を
多
岐
に
わ
た
っ
て
援
用
し
た
ダ
リ
の
自
己
告
白
の
分
析
を
試
み
る
。

一
．
ダ
リ
と
フ
ロ
イ
ト

一
九
二
二
年
九
月
、

マ
ド
リ
ー
ド
の
学
生
館
に
入
る
と
、

ダ
リ
は
同
年
五
月

に
ス

ペ
イ
ン
語
で
翻
訳
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
フ
ロ
イ
ト
全
集
の
第
二
巻

『性
理

(4
)
 

論
お
よ
び
そ
の
他
の
エ
ッ
セ
イ
』
を
入
手
し
、
読
み
ふ
け

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
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友
人
の
ホ
セ
・
モ
レ
ノ

・
ビ
リ
ャ
が
証
言
し
て
い
る
。
「
フ
エ
デ
リ
コ

と

一
緒

に
い
た
と
き
、
ダ
リ
は
ま

っ
た
く
対
照
的
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
痩
せ
て
、

ほ
と
ん
ど
無

LI
で
、
自
分
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
、
恥
ず
か
し
が
り
屋
で
（
誰
が

そ
う
言
っ

た
の
だ
ろ
う
？
）
、
初
め
て
父
親
や
妹
か
ら
強
引
に
引
き
離
さ
れ
た
、

あ
る
い
は
見
捨
て
ら
れ
た
子
供
の
よ
う
に
、
長
髪
で
、
余
り
消
潔
で
な
く
、

つ
も
フ

ロ
イ
ト
の
本
と
絵
画
の
現
代
理
論
に
つ
い
て
の
読
書
に
没
頭
し
て
い

(5
)
 

た
。
」
（箪
者
訳
）

『性
理
論
お
よ
び
そ
の
他
の
エ
ッ
セ
イ
j

『性
理
論
j

、
『五
つ
の
精
神
分

は

析
講
義
」
、
『夢
研
究
入
門
j

、

の
合
本
だ
っ
た
。
ダ
リ

『快
楽
の
原
理
の
彼
方
』

は
自
伝

『わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
j

で
「
私
が
ジ
ー
ク
ム
ン

ト・

フ
ロ
イ
ト
の
『夢

判
断
j

を
読
み
始
め
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
書

物
は
わ
が
生
涯
に
お
け
る
も

っ
と
も
重
要
な
発
見
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
私
は
夢

ば
か
り
か
、

見
単
な
る
偶
然
と
し
か
見
え
な
い
も
の
ま
で
も
、
わ
が
身
に
起

こ
っ
た
す
べ
て
を
自
己
解
釈
す
る
と
い
う
、

真
の
悪
徳
の
虜
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
」
と
述
べ
て
い

生

し
か
し
、

ダ
リ
が
読
ん
だ
と
い
う

『夢
判
断
」
は
、
イ
ア
ン

・
ギ
ブ
ソ
ン
に

よ
る
と
、

九
二
三
年
末
か
ら

一
九
二
四
年
に
か
け
て
の
刊
行
で
あ
り
、
従
っ

『性
理
論
お
よ
び
そ
の
他
の

エ
ッ
セ

て
ダ
リ
が
最
初
に
読
み
ふ
け
っ
た
の
は
、
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イ
j

だ

っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
カ
ダ
ケ
ス
在
住
の
ダ
リ
研
究
家
ペ
レ

・
ベ

イ
氏
は
、
ダ
リ
が
マ
ド
リ
ー
ド
か
ら
持
ち
帰
っ
た
こ
の
本
が
、

ダ
リ
の
両
親
の

家
の
書
庫
に
あ

っ
た
の
を
、
確
か
に
自
分
の
目
で
見
た
と
、
華
者
に
証
言
し
て

く
れ
た
。
な
お
、

箪
者
は、

こ
の
ス
ペ
イ
ン
語
版
フ
ロ
イ
ト
全
集
第
二
巻
の

セ

カ
ン
ド
エ
デ

ィ
シ
ョ
ン

九
年
）
を、

ス
ペ
イ
ン
の
古
書
店
か
ら
入
手

（一

九

し
た
。
そ
れ
を
見
る
と
、

「
性
理
論
」
は
、
現
在

「性
理
論
三
篇
』

こ
の
本
の

と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
と
全

く
同
じ
で
、

ハペ

ー
ジ

あ
る
が
、
こ
の
本
に
含
ま
れ

て
い
る

「
夢
研
究
入
門
」
は

し、

ハ
五
ペ

ー
ジ
で
あ
る
。
そ
れ

は
大
作
の

『夢
判
断
j

な
く
、

『夢
に
つ
い
て
」

わ
が
国
で
訳
さ
れ
て
い
る

エ
ッ
セ
イ
で
あ
り
、
夢
の
中

で
性
器
を
象
徴
的
に
指
し
示

す
事
物
や
性
交
の
象
徴
に
つ

い
て
の

言
及
が
含
ま
れ
て

(8
)
 

い
る
。

ダ
リ
は
、

一
九
三
八
年
、

フ
ロ
イ
ト
が
他
界
す
る

一
年

＂
~

っ
）ヽ

i

月
し

ス
テ
フ

ァ
ン

・

ヴ
ァ
イ
ク
の
紹
介
で
ロ
ン
ド

ン
に
訪
ね
、

《
ナ
ル
シ
ス
の

変
貌
》（
後
出
）
を
自
信
た

っ

ぷ
り
に
持
参
し
て
見
せ
た
。

で
はとツ

筆者が入手したスペイン語版フロイ ト全集第 2巻 (1922年初版）のセカンドエディ

ション (1929年）と、ダリが描いた フロイトの肖像

fr<u<l by S,1..-,<lor D,h. I'l.l8 
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フ
ロ
イ
ト
は
ダ
リ
の
オ
能
を
認
め
た
も
の
の
、

の
作
品
に
無
意
識
よ
り
は
、

意
識
的
な
造
形
を
認
め
た
。
「古
典
的
な
絵
画
に こ

は
、
私
は
下
意
識

(s
u
b
,
 
c
o
n
s
c
io
u
s
)

を
探
し
求
め
る
I

I

シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
の
絵
画
に
は
、

意
識
を
探
し
求
め
る
」
と
フ
ロ
イ
ト
が
言

っ
た
と
ダ
リ
は

(9
)
 

回
想
し
て
い
る
。
ダ
リ
の
訪
問
は
フ
ロ
イ
ト
に
と

っ
て
も
記
念
す
べ
き
で
き
ご



と
だ

っ
た
。
ダ
リ
の
描
い
た
フ
ロ
イ
ト
の
ス
ケ

ッ
チ
は
、

ロ
ン
ド
ン
の
フ
ロ
イ

ト
博
物
館
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
博
物
館
の
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
に
使
用
さ
れ
て
い

る
。

フ
ロ
イ
ト
の

『性
理
論
三
篇
』
に
つ
い
て

ス
ペ
イ
ン
の
美
術
史
家
、
ラ
フ

ァ
エ
ル
・
サ
ン
ト
ス

・
ト
ロ
エ
ー
リ

ャ
は
、

初
期
の
ダ
リ
作
品
を
、

国
民
的
詩
人
ロ
ル
カ
の
影
響
が
顕
著
な
「
ロ
ル
カ
時
代
」

と
フ
ロ
イ
ト
理
論
を
造
形
に
活
か
し
た

「
フ
ロ
イ
ト
時
代
」
に
位
置
づ
け
、

ロ
イ
ト
流
の

「幼
児
の
多
形
倒
錯
」
(del
p
e
r
v
e
r
s
o
 p
o
l
i
m
o
r
f
o
)
を
ダ
リ
の

美
学
全
体
に
認
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
ま
さ
に

『性
理
論

篇
j

の
テ
ー
マ

に
他
な
ら
な
い
。

フ
ロ
イ
ト
は

『性
理
論
三
篇
』
で
、
人
間
の
す
べ
て
の
営
み
に
お
い
て
、
性

が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
主
張
し
、
性
の
概
念
の
拡
張
を
試
み
た
。

(10
)
 

そ
れ
ぞ
れ
次
の
問
題
を
扱

っ
て
い
る
。

二
篇
は、

第
一
篇
「
性
的
な
逸
脱
」

第．

一篇
「
幼
児
の
性
愛
」

第
三
篇
「
思
春
期
に
お
け
る
変
化
」

一
方
、
フ
ロ
イ
ト
の
著
作
と
し
て
真
っ

先
に
言
及
さ
れ
る

『夢
判
断
j

は、

多
く
の
症
例
に
基
づ
き、

夢
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
解
釈
す
る
か
に
係
わ

っ

た
大
作
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
彼
は
、

夢
と
精
神
病
の
治
療
学
的

・
病
因
学

的
諸
関
係
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
、

夢
と
不
安
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。

「
ホ
ー
ン
バ
ウ
ム
は
狂
気
の
第

一
の
症
状
が
不
安
な
怖
ろ
し
い
夢
で
あ
る
こ
と

が
し
ば
し
ば
あ
り
、
狂
気
の
優
勢
な
観
念
が
、

夢
と
結
合
し
て
い
る
こ
と
を
報

告
し
て
い
る
。
」

ダ
リ
の
初
期
作
品
を
読
み
解
く
に
は

『夢
判
断
j

に
基
づ
く

「装
わ
れ
た
」

無
意
識
ば
か
り
で
な
く

『性
理
論
j

に
示
さ
れ
た
具
体
的
な
エ
ロ
ス
の
諸
相
と

の
関
連
に
着
目
す
る
の
が
有
用
で
あ
る
。
彼
は

『告
白
で
き
な
い
告
白
j

の
中
で
、

自
分
の
絵
の
解
読
に
つ
い
て
、
こ
う
断
言
す
る
。
「
な
ん
と
い

っ
て
も
エ
ロ
テ
ィ

ス
ム
が
真
っ

先
に
で
て
く
る
。
わ
れ
わ
れ
の
な
か
に
流
れ
る
そ
の
エ
ロ
テ

ィ
ス

ム
。
わ
た
し
が
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
的
細
胞
の
な
か
に
描
い
た
螺
旋
構
造
に
起

フ

源
を
持
つ
エ

ロ
テ
ィ
ス
ム
。
わ
た
し
の
絵
箪
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
は、

す
べ

て

(12
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ェ
ロ
チ

ッ
ク
で
あ
る
。
」

『性
理
論
j

で
は
、
性
対
象
倒
錯
お
よ
び
性
目

の
第

一
篇

「
性
的
な
逸
脱
」

標
の
倒
錯
が
扱
わ
れ
、

口
腔
粘
膜
や
肛
門
粘
膜
を
性
器
の
代
わ
り
に
使
用
す
る

傾
向
や
、
同
性
愛
、
両
性
具
有
に
も
言
及
し
て
い
る
。

第
二
篇

「
幼
児
の
性
愛
」
で
は
性
感
帯
と
し
て
の
口
唇
領
域
と
肛
門
領
域、

-13-

マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
多
形
倒
錯
、
窃
視
欲
動
、

去
勢
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と

ペ
ニ
ス
羨
望
、
前
性
器
的
体
制
と
し
て
の
口
唇
的
ま
た
は
食
人
的
体
制
、
父
親

や
母
親
と
の
複
雑
な
同

一
化
、
ア

ン
ビ
バ
レ
ン
ツ
が
扱
わ
れ
、
性
理
論
の
中
核

を
形
成
し
て
い
る
。

第
三
篇
「
思
春
期
に
お
け
る
変
化
」
で
は
、
リ
ビ
ド
ー
、
男
性
と
女
性
の
分

化、

近
親
相
姦
、
性
器
領
域
の
優
位
の
確
立
な
ど
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
パ
ラ
ノ
イ
ア

後
年
、

ダ
リ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
、

自
ら
の
奇
矯
な
振
る
舞
い
を
理
屈
づ

け

る
。「

私
は
制
御
さ
れ
た
、
現
に
生
き
て
い
る
妄
想
状
態
で
あ
る
。
わ
た
し
は
妄

想
錯
乱
状
態
に
あ
る
か
ら
わ
た
し
な
の
で
あ
り
、
ま
た
わ
た
し
で
あ
る
か
ら
妄



想
錯
乱
状
態
に
あ
る

の
だ
。

（狂
）
は
わ
た
し
の
人
格
そ
の
も
の
な
の

偏
執
病

、̀'
J

ゞ

ヽ

t
カ

わ
た
し
の
存
在
意
識
に
よ

っ
て、

C
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状
態
に
あ
る
。
」

同
時
に
制
禦
か
つ
高
揚
さ
れ
て
い
る

ダ
リ
の
こ
の

「妄
想
状
態
」
、
パ
ラ
ノ
イ
ア
は
、
装
わ
れ
た
演
技
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高

い
。
初
期
作
品
で
披
露
し
た
無
邪
気
な

エ
ロ
ス
の
告
白
の
副
作
用

を
和
ら
げ
る
べ
く
、
ダ
リ
が
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
採
用
し
た
「
装
い
」
が
パ
ラ

ノ
イ
ア
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ダ
リ
の
晩
年
に
秘
書
を
務
め
た
エ
ン
リ
ケ
・

サ
バ
テ
ル
は
語
る
。
「
ダ
リ
は
、

ジ
ャ

ー
ナ
リ

ス
ト
の
訪
問
を
待
つ

間
、
静
か

に
ス
タ
ジ
オ
で
絵
を
描
い
て
い
た
。
彼
は
い
つ
も
、
こ
う
言

っ
た
も
の
だ
。
¢
五

分
間
余
裕
を
く
れ
。
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
用
に
着
替
え
る
た
め
に
ク
そ
れ
か
ら
彼
は

白
い
ガ
ウ
ン
を
着
な
が
ら
、
私
に
静
か
に
話
し
か
け
る
。
彼
の
前
に
見
知
ら
ぬ

人
が
現
れ
る
や
い
な
や
、
彼
の
ト
ー
ン
は
完
全
に
変
わ
る
。
彼
は
自
ら
変
身
し、

C14
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劇
場
の
マ
ナ
ー
で
自
分
を
演
じ
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
た
。
」
（
箪
者
訳
）

友
人
、
知
人
と

の
交
わ
り
で
は

「好
々
爺
」

の
ダ
リ
が
、
第
三
者
の
前
で
変

身
し、

「
ダ
リ
が
ダ
リ
を
涼
じ
た
」
こ
と
は
、

N
H
K
の
新
日
曜
美
術
館

「
サ

ル
バ
ド
ー
ル

・
ダ
リ
ー
愛
妻
と
の
半
世
紀
ー
」

で
、
夫
の
イ
ブ

・
シ
ア
ン
ピ
と

と
も
に
た
母
年
カ
ダ
ケ
ス
に
長
期
滞
在
し
、
ダ
リ
と
親
交
の
あ

っ
た
女
優
の
岸
恵

1J

氏
が
、
番
組
冒
頭
で
証
言
し
て
い
る
。

ダ
リ
の
妹
ア
ナ

・
マ
リ
ア

・
ダ
リ
は
、
兄
の

「わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
」

出
版
後
、
『妹
の
見
た
サ
ル
バ
ド
ー
ル

・
ダ
リ
』
を
カ
タ
ロ
ニ
ア
語
で
書
き、

ス
ペ
イ
ン
語
版
は

一
九
四
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
本
は
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ト
に
な
る
前
の
ダ
リ
は
家
族
に
と
っ
て
模
範
的
な
息
子
だ

っ
た
が
、
そ
の
後

は
全
て
の
面
で
偽
り
だ
ら
け
に
な

っ
た
こ
と
を
暴
露
す
る
も
の
だ

っ
た
。
そ
の

内
容
に
驚
愕
し
た
兄
は
妹
の
本
を
読
ま
な
い
で
欲
し
い
と
知
人
に
語

っ
た
と
伝

え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
妹
の
証
言
は
、
も

っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ダ

ゞ

、

リ
カ

「
仮
面
」

と
し
て
パ
ラ
ノ
イ
ア
を
装
っ

た
こ
と
が

ダ
リ
で
あ
る
た
め
の

明
確
に
な
る
か
ら
だ
。

ダ
リ
初
期
作
品
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

九
二
二
年
以
来
フ
ロ
イ
ト
の
著
作
に
親
し
ん
で
い
た
ダ
リ
が
、
画
家
と
し

て
フ
ロ
イ
ト
理
論
を
作
品
に
生
か
し
始
め
た
の
は
、
印
象
派
、

点
描
派
、
キ
ュ

ビ
ス
ム
、
ピ
ュ
リ
ス
ム
な
ど
の
実
験
を
経
て
か
ら
後
、

一
九
二
七
年
以
降
の
こ

と
だ

っ
た
。
こ
の
頃
ダ
リ
は
画
家
と
し
て
名
声
を
確
立
す
る
た
め
に
、

エ
ロ
ス

の
表
現
を
武
器
に
し
て
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
狙
い
を
定
め
た
。
本
稿
で
は
詩

人、

美
術
評
論
家
、
美
術
史
家
で
あ
る
サ
ン

ト
ス
・
ト
ロ
エ
ー
リ

ャ
が
、
そ
の

著
書

「蜜
は
血
よ
り
も
甘
し
』

(L
a
 M
i
e
l
 es M
a
s
 D
u
l
c
e
 q
u
e
 la S
a
n
g
re,
 

で
取
り
上

L
a
s
 E
p
o
c
a
s
 L
o
r
q
u
i
a
n
a
 y
 F

re
u
d
i
a
n
a
 d
e
 S
a
l
v
a
d
o
r
 D
a
l
i
)
 

げ
た
「
ロ
ル
カ
時
代
」
と

「
フ
ロ
イ
ト
時
代
」
の
作
品
の
い
く

つ
か
を
題
材
に
、

ダ
リ
が
フ
ロ
イ
ト
理
論
に
照
ら
し
あ
わ
せ
た
自
己
の
体
験
も
し
く
は
オ
ブ
セ

ッ

シ
ョ
ン
を
作
品
に
描
い
た
形
跡
を

「
自
己
告
白
の
イ
コ
ノ

グ
ラ

フ
ィ
ー
」
と
し

て
分
析
し
て
行
く
。

の

●

《
大
自
慰
者
》

＿
九
二
九
年

こ
の
作
品
は
、

一
九
二
九
年

―一

月
下
旬
か
ら

―
二
月
初
旬
に
ゲ
ー
マ
ン
ス

画
廊
で
開
か
れ
た
彼
の
第

一
回
パ
リ
個
展
へ
の
出
品
作

一
一
点
の
う
ち

『欲
望

の
謎
、
母
よ
、
母
よ
」
と
並
ぶ
大
作
で
あ
る
。
同
年
夏
、
ス
ペ
イ
ン
東
部
カ
タ
ル
ー

ニ
ャ
、
ア
ン
プ
ル
ダ
ン
地
方
の
カ
ダ
ケ
ス

（有
名
な
保
養
地
）
を
訪
れ
た
ガ
ラ

（当
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《大自慰者》1929年、油彩、カンバス、 110x 150cm、スペイン国立‘ノフィア王妃芸術センター

時
は
的
人
ポ
ー
ル

・
エ
リ
ュ
ア
ー
ル

の
妻
で
後
に
ダ
リ
の
妻
と
な
る
）
と
の
出

uJ 

近
い
の
あ
と
に
、
個
展
へ
の
出
品
作
と
し
て
制
作
さ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
、
デ

・

キ
リ
コ
の

《
人
形
而
J
学
者
》
II
g
r
a
n
d
e
 me
t
a
f
i
s
i
c
o
、
一
九

一
七
年
を
も
じ

っ

て
付
け
ら
れ
た
。

こ
の
絵
の
血
柏
の
人
部
分
を
占
め
る
い
大
な
具
の
肉
片
を
111
心
わ
せ
る
小
息
議

ゞヵヽ

／
ノ
ノ

な
外

自
慰
者

（即
ち
ダ
リ
）
を
表
し
て
い
る
こ
と
に
、

い
さ
さ
か
の
疑
い

も
な
い
。
「
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
卜
に
、

尊
人
か
つ
仰
大
な
'11慰
者
の
、
疲
れ
切

っ

て
水
腫
れ
し
た
い
大
な
頒
が
い
く
つ
も
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
私
の

1
に
は
、

コ

ミ
ュ

ニ
ス

ト
の
頗
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
風
の
腹
と
、

女
性
化
さ
れ
た
ヒ
ト
ラ
ー
の
腿

を
持

っ
た
イ
ナ
ゴ
が
く

つ
つ
い
て
い
た
。
」（
改
ボ
と
傍
線
は
喰
者
）
と
ダ
リ
は

述
べ
る
。
こ
の
自
慰
者
は
、
ダ
リ
を

躍

lIt界
的
に
介
名
に
し
た

．
．
 

・
ーー

じ
t
品
）

《••• 

Ii"tiob 

執
》
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一
九

[

q

．
一
年
の
中
心
的
表
象
で
あ
り
、
初
期
の
ダ
リ
作
品
の
多
く
に
、

了

を
変
え
、ロ
Uu
を
変
え
て
登
場
す
る
。

こ
の
舶
は、

ダ
リ
が
学
生
館
時
代
に
見
た
、

ヒ
エ
ロ
ニ
ム
ス

・
ボ
ス
の

《
快

楽
の
園
》
（％
時
、
エ
ス
コ
リ
ア
ル
に
あ
り
、
後
に
プ
ラ
ド
美
術
館
に
移
さ
れ
た
）

の
ダ
プ
ル
イ
メ

ー
ジ
か
ら
引
用
し
た
と
い
う
説
を
フ

ェ
リ
ク
ス

・
フ
ァ
ネ
ス
が

唱
え
て
い
る
が
、
カ
ダ
ケ
ス
近
く
の
ク
レ
ウ
ス
岬
に
は
ま
さ
に
、
《
人
、11慰
者
》

の
フ
ォ
ル
ム
と
相
似
の
岩
が
あ
り
、

い
ず
れ
か
ら
の
引
用
と
も
断
言
し
難
い
。

お
そ
ら
く
圃
方
が
刷
連
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
ク
レ
ウ
ス
岬
の
岩
の
男
根
を
思
わ

せ
る
突
起
は

《
大
日
慰
者
》
の
首
か
ら
立
ち
上
が
る
女
性
の
上
半
身
お
よ
び
男

竹
の
ド
半
身
に
相
背
す
る
。
ボ
ス

《
快
楽
の
園
》
か
ら
の
引
用
は
自
慰
者
の
閉

じ
た
眼
、
睫
毛
、
大
き
く
突
き
出
た
口
界
に
明
ら
か
で
あ
る
。

自
慰
者
の
下
の
洵
悴
で
抱
き
合
う
の
は
、

ダ
リ
自
身
と
、

化
石
化
し

て
こ

わ
ば

っ
た
ガ
ラ
だ
。
地
平
線
近
く
左
側
で
遠
ざ
か
る
人
物
は
、

ガ
ラ
の
登
場



で
孤
独
感
に
さ
い

な
ま
れ
る
父
の
姿

だ
ろ
う
か
。
頬
を

紅
潮
さ
せ
る
自
慰

（右）クレウス岬の岩

者
の
、
口
の
あ
る

べ
き
場
所
に
取
り

付

い

た

イ

ナ

ゴ

（バ

ッ
タ
？
）
は

ヽ

ダ
リ
に
と

っ
て
幼

ヒエロニムス・ボス 《快楽の園》の一部分

児
体
験
か
ら
く
る

恐

怖

の

象

徴

だ

が
、
そ
の
腹
に
は

蟻
が
た
か
り

（
こ

れ
も
幼
児
体
験
）
、

腐
敗
を
表
し
て
い

る
。
自
慰
者
の
首

か
ら
垂
直
に
伸
び

る
女
性
の
バ
ス
ト

の
下
に
は
、
男
根

（左）

に
見
え
る
赤
い
舌

を

突

き

だ

し

た

ラ

イ

オ

ン

の

頭

が

描

か

れ

て

い

る
。
ま
た
そ
の
横

-）よ、

,
1
a
u・

ジ
ョ

ー
ジ

ア

・
オ
キ
ー
フ
の

《二
本
の
カ
ラ
ー
》

九
二
八
年
な
ど

に
典
型
的
な
、
性

器
を
連
想
さ
せ
る

描
写
の
白
百
合
も

し
く
は
カ
ラ
ー
の

花
が
あ
り
、
そ
の

花
芯
は
男
根
で
あ

る
。さ

て
、
最
も
問

-16-

題
な
の
は
、
女
性
の
口
が
直
立
す
る
男
性
の
陰
部
に
近
づ
き
、
こ
れ
か
ら
行
わ

（
い
わ
ゆ
る
フ
ェ
ラ
チ
オ
）
を
暗
示
し
て
い
る
こ

と
だ
。

れ
る
オ
ー
ラ
ル

・
セ
ッ
ク
ス

九
二
九
年
夏
、

シ
ュ
ル

レ
ア
リ
ス
ト
・

グ
ル

ー
プ
ヘ
の
加
入
候
補
と
し
て
の
ダ
リ
を
値
踏
み
す

ガ
ラ
は
夫
の
詩
人
ポ
ー
ル

・
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
ら
と
と
も
に
、

フ
ラ
ン
ス
帰
国
後
も
、

ス
ペ
イ
ン
の
保
養
地
カ
ダ
ケ
ス
を
訪
れ
た
。
ガ
ラ
は
夫
ポ
ー
ル
の

ダ
リ
と
何
ら
か
の

る
た
め
に
、

情
事
を
持

っ
た
。

カ
ダ
ケ
ス
の
ホ
テ
ル
に
と
ど
ま
り
、

ダ
リ
の
自
伝

『わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
j

に
は
、
こ
の
結
び

つ
き
が
ガ
ラ
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す

節
が

し‘ あ
る
。
「
ガ
ラ
は
私
た
ち
の
あ
い
だ
に

〈
不
可
避
的
に
〉
起
こ
ら
ね
ば
な
ら
な

〈何
か
〉
、
二
人
の

〈関
係
〉
に
と

っ
て

〈非
常
に
重
要
〉
で
決
定
的
な

〈何

(17
)
 

か
〉
に
つ
い
て
、
繰
り
返
し
暗
示
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
」
（
傍
線
箪
者
）



ダ
リ
の
自
伝
に
よ
る
と
、

ガ
ラ
と
結
ば
れ
た

の
は
、
ポ
ー
ル
が
フ
ラ
ン
ス
に

帰
国
し
た
後
で
あ
る
。
ガ
ラ
は
、

ダ
リ
を
自
分
の
も
の
に
す
る
目
的
で
居
残

っ

た
よ
う
だ
。
「私
た
ち
が
と
う
と
う
そ
れ
に
手
を

つ
け
た
日
（中
略
）
坂
道
を
下

っ

て
歩
み
つ
づ

け、

岩
に
刻
ま
れ
た
石
の
ベ
ン
チ
に
、
洵
に
向
か

っ
て
腰
を
下
ろ

し
た
。
（中
略
）五
君
は
僕
に
ど
う
し
て
も
ら
い
た
い
ん
だ
？
ク
す
る
と
ガ
ラ
の

顔
に
浮
か
ん
で
い
た
快
楽
の
最
後
の
ほ
の
め
き
が
彼
女
自
身
を
虐
げ
る
厳
格
な

光
に
変
わ
り
彼
女
は
答
え
た
。
丘
私
を
殺
し
て
！
ヶ
（中
略
）
ぷ
‘
つ
て
く
だ
さ

18
)
 

る
？
ク
と
彼
女
は
葬
ね
た
。
」

こ
こ
で
、
次
の
梢
景
が
オ
ー
ラ
ル
・
セ

ッ
ク
ス

で
あ

っ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な

い
。
ダ
リ
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
紙
ナ
プ
キ
ン

ら
し
い
も
の
に
も
、
そ
の
シ
ー

ン
の
索
描
を
残
し
た
。『
わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
此
』
の
こ
の
部
分
は

『告
白
で
き

な
い
岩
白
j

の
記
述
と
明
ら
か
に
相
違
す
る
。
後
者
で
は

「
私
を
殺
し
て
！
」
は

下
府
を
引
き
裂
い
た
性
行
為
の
あ
と
に
な

っ
て

い
る
が
、
先
に
書
か
れ
た
叙
述

•ふ ．．.,.-． 

-19
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の
方
が
、

真
実
に
近
い
と
見
る
の
が
正
し
い
だ
ろ
う
。
ガ
ラ
の
性
的
技
巧
に
つ

い
て
ダ
リ
は
こ
う
書

い
て
い
る
。
「
彼
女
の
口
、
歯
、
歯
肉
、

舌
は
、
確
か
な

快
楽
で
わ
た
し
を
満
た
し
た
。
わ
た
し
は
情
事
に
熱
狂
す
る
人
間
に
な

っ
た
。
」

ガ
ラ
と
遭
遇
し
た
翌
年
の

九
：
•

i
0年
に
は
、
オ
ー
ラ
ル

・
セ
ッ

ク
ス
の
ポ
ー

ズ
を
描
い
た
作
品
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の

一
っ
は

《
偏
執
狂
的
な
女
・
馬
》

と
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

同
じ
く
、
《
め
ま
い

（欲
望
の
塔
）
》

九
三
0
年
に
登
場
す
る
カ

ッ
プ
ル
は
、

男
性
が
、

自
責
を
表
す
顔
を
覆

っ
た
ポ
ー
ズ
を
と
り
、
女
性
の
乳
房
と
男
性
器

が
露
骨
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
行
為
に
背
を
向
け
た
ラ
イ
オ
ン
の
頭
は
、

ダ
リ
と
ガ
ラ
の
結
び

つ
き
に
反
対
し
た
父
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。

同
じ

一
九
三
0
年
に
は
、
男
性
同
士
の
ホ
モ
セ
ク
シ
ャ
ル
な
オ
ー
ラ
ル
・
セ

ッ

ク
ス
シ
ー
ン
と
、
蟻
の
た
か

っ
た
女
性
の
口
で
女
性
に
対
す
る
恐
怖
を
表
現
し

た

《
泉
》
と
い
う
作
品
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
に
描
か
れ
た
左
側
の
男
は
、

男
性
か
ら
吸
茎

（
フ
ェ
ラ
チ
オ
）
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
左
手
を
拒
絶
の
し
ぐ
さ

-17-

で
女
性
に
向
け
て
伸
ば
し
て
い
る
。
蟻
の
た
か

っ
た
口
を
持
つ
女
性
の
顔
の
下

に
は
、
ダ
リ
自
身
を
表
す
ジ
ョ
ッ
キ
型
の
顔
と
お
馴
染
み
の
イ
ナ
ゴ
、
そ
し
て

カ
ト
リ

ッ
ク
の
聖
餅
と
杯
が
箱
の
上
に
乗
り
、

ダ
リ
の
複
雑
な
コ
ン
プ
レ

ッ
ク

ス
の
象
徴
と
な

っ
て
い
る
。

年
で
は
、
女
性
の
口
に
蟻
が
た
か
り
、
そ
の
彼
方

の
台
座
の
上
に
は
、
別
の
絵

《
手

（良
心
の
呵
責）
》
に
も
登
場
す
る
男
が
自

さ
ら
に

《
夢
》

九

慰
の
手
を
下
ろ
し
て
、

下
を
向
い
て
い
る
。
遠
景
に
は
抱
き
合
う

一
組
の
男
性
、

お
よ
び
そ
れ
に
顔
を
背
け
て
瞳
く
か
の
よ
う
に
巨
大
な
柱
に
も
た
れ
る

一
人
の

男
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
シ
ー
ン
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
。
柱
は

男
根
の
象
徴
で
あ
り
、
蟻
が
た
か
り
閉
じ
た
女
性
の
口
は
、
ダ
リ
の
女
性
恐
怖



（左）《偏執狂的な女・馬》1930年 （右） 《見えないものたち—眠る女、 馬、ライオン》 1930 年

（左）《めまい （欲望の塔）》1930年 個人蔵 （右）その部分

（左）《泉》1930年、油彩、板パネル、 66x 41cm、フロリダ、サルバドール・ダリ美術館 （右）その部分
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E
ゞ

ヽ

*
“
力

•一不
す
の
で
は
な
い
か
？
三
人
の
男
性
は
、

映
jlhj 

ガ
ラ
と
の
情
事
の
あ
と
も
、
直
ち
に
は
癒
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
を

『
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
犬
」
を
共

ダ
リ
と
ポ
ー
ル
・
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
は
、
ダ
リ
が
ガ
ラ
と
結
ば
れ
た
後
も
、
シ
ュ

ポ
ー

ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
闘
士
と
し
て
視
し
い
付
き
合
い
が
あ

っ
た
。
ダ
リ
は
、

同
制
作
し
た
ダ
リ
と
ブ
ニ
ュ
エ
ル
、
そ
し
て
仲
間
か
ら
疎
外
さ
れ
た
ロ
ル
カ
を

表
し
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
、

こ
の
よ
う
な
絵
は
、

ノ
ア
イ
ユ

f
爵
を
中
心
と
す
る
当
時
の
パ

こ
と
は
、

ル
に
贈
星
し
た
。
そ
の
中
、

ル
と
ガ
ラ
の
名
前
に
基
づ
く
エ
ロ
チ

ッ
ク
な
デ

ッ
サ
ン
を

一
九
．．． 

賠
ホ
的
で
あ
る
。

ト
ロ
ン
達
の
求
め
に
応
じ
て
描
か
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
が
、
そ
の
場
合
も
彼
ら

が
ダ
リ
の
心
境
を
見
抜
い
て
注
文
を
し
た
と
息
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

;,-.,' ,..,. 
炉

〈夢）1931年、部分、油彩、カンバス、 100x 100cm、個人蔵

ガ
ラ
の

A
の
文
字
が
オ
ー
ラ
ル

・
シ
ー
ン
で
あ
る

年
に
ポ
ー

ダ
リ
が
親
し
ん
だ
と
思
わ
れ
る
フ
ロ
イ
ト
の
別
の
杓
作
に

ダ

・
ヴ
ィ
ン
チ
の
幼
年
期
の
想
い
出
J

が
あ
る
。

:-・・ ': ...、- ~...

ポールとガラの名前に基づくエロチ ックなデッサン

GALAの最初の Aの字に注目

(1931年）

『
レ
オ
ナ
ル
ド

九
八
九
年
ダ
リ

の
死
後
、

こ·-~

I い,,● "" 、一.,.... ,.,,-ー...し..... 
ヽ ー●, .... ● 心 n .... ●● -

ダリが所蔵していたフロイト

［レオナルド・ダ・ヴィンチの幼年期の想い出j1927年刊

（筆者撮影）
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ポ
ル
ト
・
リ
ガ
ト
の
自
宅
に
残
さ
れ
て

い
た
多
く
の
蔵
書
が
フ
ィ
ゲ
ラ
ス
の
ガ

ラ
11

ダ
リ
財
団
に
移
さ
れ
た
。
そ
の
中
に

一
九
二
七
年
パ
リ、

ガ
リ
マ
ー
ル
刊

も
ら
い
、
炉
●
貞
に
収
め
た
。

の
こ
の
本
が
含
ま
れ
て
い
た
。
錐
者
は
同
財
団
の
学
芸
員
に
こ
の
本
を
見
せ
て

こ
の
本
に
は

レ
オ
ナ
ル
ド

の
言
葉
と
し
て
次
の
記
述
が
あ
る
。
「
私
は
幼
く

て
揺
り
か
ご
の
中
に
い

る
。
す
る
と

一
羽
の
ハ
ゲ
ワ
シ
が
私
の
と
こ
ろ
に
降
り

て
き
て
尼
で
も

っ
て
私
の
口
を
開
け
、
何
度
も
自
分
の
尾
で
私
の
唇
を
つ
つ
く

の
だ
。
」
明
ら
か
に
オ
ー
ラ
ル

・
セ

ッ
ク
ス
を
暗
示
す
る
レ
オ
ナ
ル
ド
の
こ
の

想
い
出
を
フ
ロ
イ
ト
は
同
書
で
分
析
し
て
い
る
が
、

-21
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し
て
い
た
可
能
性
は
大
で
あ
る
。

《人間の形をしたパンーカタロニアのパン》1932年、

油彩カンバス、24x 33cm、フロリダ、ダリ美術館

ダ
リ
が
こ
の
部
分
に
注
目

こ
の
時
期
、

ダ
リ

の
男
根
に
対
す
る
こ

だ
わ
り
は
相
当
な
も

の
だ

っ
た
。

ア
メ
リ

カ
の
シ
カ
ゴ

・
イ
ン

ス
テ
ィ
テ
ュ

ー
ト
・

オ
ブ

・
ア
ー
ト
に
は

か
な
り
大
き
い
パ
ス

テ
ル
画

《
赤
い
塔
》

が
あ
り
、
そ
れ
に
は

《
大
自
慰
者
》
を
思

わ
せ
る
構
図
の
男
女

と
、
男
根
の
形
の
塔

が
描
か
れ
て
い
る
。

（左）《赤い塔》1930年、紙にパステル、64x 50cm、シカゴ・ インスティ テュート・オブ・

アート

（右）ダリが家族と共に住んだ家に近いサント・ペレ教会の鐘楼 （筆者撮影）

- 20-

つ
の
球
体
は
睾
丸
で
あ
る
。
塔
を
描
い
た
絵
は
、

他
に
も
多
数
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
ダ
リ
の
故
郷
フ
ィ
ゲ
ラ
ス
の
教
会
の
鐘
楼
に
ダ
リ
が
感
じ
た
の
と
同
じ

思
い
を
伝
え
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
彼
は
告
白
す
る
。
「
わ
た
し
は
屋
根
裏

部
屋
の
天
窓
か
ら
フ
ィ
ゲ
ラ
ス
の
鐘
楼
を
眺
め
な
が
ら
何
十
回
も
自
慰
に
ふ



-
2
-

け
っ
た
。
」
ダ
リ
に
と

っ
て、{23

-

ら
か
に
男
根
の
象
徴
で
あ
る
。

そ
そ
り
立
つ
塔
は
、

艮
い
パ
ン
と
と
も
に
、

（左）〈夢が近づく 〉1931年、油彩カンバス、 65.1x 54.3cm、ニューヨーク、パールズ画廊

（右）〈塔〉1934年、油彩、カンバス、 66.5x 53.5cm、チュー リッヒ美術館

明

●

《春
の
最
初
の
日
々
》

＿
九
二
九
年

フロリダ、サルバドール・ダリ美術館コラージュ、 50x 64cm、

-21-
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九
二
九
年
春
、

ダ
リ
は

二
炭

LI
の
パ
リ
行
き
を
決
意
す
る
。
ル
イ
ス

・
ブ

ニ
ュ
エ
ル
と
の
共
作
、
映
両

『
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
犬
』

の
制
作
と
、
ミ
ロ
を
辿

じ
て
パ
リ
の
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
達
の
知
己
を
得
る
た
め
だ

っ
た
。
彼
は
自
分

の
腕
前
と
志
向
を
示
す
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、

こ
の

《
春
の
最
初
の
日
々

》
を
持

参
し
た
。『
わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
汎
」
で
ダ
リ
は
回
想
す
る
。
「
あ
る
晩
私
は
ク
ー

ポ
ー
ル
で
ロ
ベ

ー
ル

・
デ
ス
ノ
ス
に
会
い
、

し
ば
ら
く
し
て
彼
の
家
に
招
か
れ

た
。
私
は
い
つ
も
サ
ン
プ
ル
と
し
て
作
品
を

一
点
か
か
え
て
持
ち
歩
い
て
い
た
。

彼
は
そ
の
と
き
私
が
持

っ
て

い
た
作
品
を
買
い

た
が

っ
た
が
、
金
が
な
か

っ
た
。

そ
れ
は

『春
の
到
来
』
と
い
う
題
で
、
鷲
く
べ
き
客
観
的
象
徴
に
よ

っ
て
リ
ビ

ド
ー
的
快
楽
を
描
い
た
も
の
だ

っ
た
、
彼
は
確
か
に
私
の
作
品
の
独
創
性
を
理

解
し
て
く
れ
た
。
」
デ
ス

ノ
ス
は
さ
ら
に
付
け
加
え
た
。
「
こ
れ
は
今
パ
リ
で
描

{24
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か
れ
て
い
る
ど
ん
な
絵
と
も
違
う
」

こ
の
絵
で
ま
ず
、

H
に
飛
び
込
む
の
は
、
女
性
の
頭
部
に
バ
ギ
ナ
の
よ
う
に

開
い
た
穴
か
ら
、

ハ
エ
の
よ
う
な
も
の
が
群
れ
を
な
し
て
飛
び
た

っ
て

い
る
こ

と
だ
。
こ
れ
は
、
女
陰
に
対
す
る
ダ
リ
の
恐
怖
心
を
表
し
て
い
る
。
女
性
に
頭

を
寄
せ
か
け
る
男
性
の
足
下
に
は
、

睾
丸
を
示
す
二
つ
の
玉
が
あ
り
、
そ
の
後

ろ
の
バ
ケ
ツ
か
ら
男
根
を
示
す
指
が
生
え
、

下
に
は
肛
門
ら
し
い
穴
が
開
い
て

い
る
。
男
性
の
両
手
は
合
わ
さ
れ
、

バ
ギ
ナ
を
表
す
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
貞
ん

中
に
も
穴
が
開
い
て
い
る
。

人
の
人
物
の
右
横
に
は
赤
い
魚
の
頭
が
突
き
川

た
人
型
ら
し
い
も
の
が
立

つ
て
い
る
。
こ
の
魚
の
頭
は
、
同
じ
く
こ
の
年
、

ガ

ラ
た
ち
の
カ
ダ
ケ
ス
訪
問
後
に
描
か
れ
た

《
ポ
ー
ル

・
エ
リ
ュ
ア
ー
ル
の
肖
像
》

に
も
見
ら
れ
、
明
ら
か
に
男
根
を
象
徴
し
て
い
る
。
プ
ラ
ド
美
術
館
に
あ
る
ヒ

エ
ロ
ニ
ム
ス

・
ボ
ス
の
《

.|511
ょェ
》

そ
の
発

の
ト
リ
プ
テ
ッ
ク
の

一
部
分
に
、

想
の
原
点
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

．ー

iー
・
ー

1

と
こ
‘

）
 

—-•
— 

―
―
 

川

F
I
f
l叶
'

!
V
t
v

る
二
人
の
人
物
は
、

フ
ロ
イ
ト
と
、
彼
に

贈
り
物
を
差
し
出
す

少
女
の
姿
を
し
た
ダ

リ
自
身
で
あ
る
。
ダ

リ
が
自
分
自
身
を
少

女
に
見
立
て
る
こ
と

は
ま
れ
で
は
な
い
。

こ
の

《
春
の
最
初
の

日
々
》
の
中
央
右
下

に
あ
る
自
慰
者
の
顔

-）よ、

_—-1,9 

こ
ち
ら
に
視

線
を
向
け
た
少
女
の

顔

が
合
体
し
て
い

る
。
ま
た
、
後
年
に

は

《
自
分
が
女
の
子

だ
と
思

っ
て
い
た
六

オ
の
頃
、
水
の
陰
で

眠

っ
て

い
る
犬
を
見

よ
う
と
し
て
洵
の
皮

を
き
わ
め
て
慎
重
に

持
ち

t
げ
る
私
》

- 22-

（左）

と
は
う
長
い
題
の
作
品
が
あ
る
。
変
装
は
ダ
リ
が

f
供
の
頃

も

っ
と
も
情
熱
を
燃
や
し
た
も
の
の
ひ
と
つ
だ

っ
た
。
「
そ
の
晩
、
私
は
上
冠



を
か
ぶ
り
、
肩
に
マ
ン
ト
を
か
け
、
そ
れ
以
外
は
素

っ
裸
と
い
う
い
で
立
ち
で

鏡
に
姿
を
映
し
て
み
た
。
そ
れ
か
ら
性
器
を
後
ろ
に
押
し
曲
げ
て
隠
し、

で
き

る
か
ぎ
り
女
の

f
ら
し
く
み
え
る
よ
う
に
股
の
間
に
し

っ
か
り
は
さ
み
こ
ん
だ

茄

。」フ
ロ
イ
ト

『性
理
論
』
の
幼
児
性
欲
研
究
の
影
評
を
表
し
て
い
る
の
は
、
ダ

リ
目
身
の
幼
児
の
頃
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
写
真
が
中
央
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

さ
ら
に
注
日
に
値
す
る
の
は
、
両
面
中
央
遠
景
で
正
装
し
た
男
二
人
で
、
そ
れ

〈自分が女の子だと思っていた 6オの頃、水の陰で眠っている犬を見よう

として海の皮をきわめて慎重に持ち上げる私〉1950年、油彩、カンバス、

27 x 35cm、個人蔵

は
男
性
同
士
の
暴
力
的
な
性
行
動
を
表
し
て

い
る
。

ナ
に
お
け
る

『
マ
リ
ア

・
ピ
ネ
ー
ダ
』
の
上
演
準
備
の
た
め
カ
ダ
ケ
ス
の
ダ
リ

一
九
二
七
年
バ
ル
セ
ロ

プ
ラ
ト
ニ

ッ
ク
な
関
係
以

家
の

別
荘
に
滞
在
し
た
ロ
ル
カ
と
ダ
リ
の
間
に
、

考
察
）
、

上
の
何
か
が
あ
り

（
こ
の
件
に
つ
い
て
は

《
陰
鬱
な
遊
戯
》
の
項
で
さ
ら
に

こ
の
男
性
二
人
は
、

そ
の
事
件
の
ト
ラ
ウ
マ
を
象
徴
し
て
い
る
と
も

（
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
生
ま
れ
で
ス

ペ
イ
ン
に
帰
化
し
た
美
術
史
家
）

考
え
ら
れ
る
。
ト
ロ
エ
ー
リ

ャ
を
尊
敬
す
る
イ
ア
ン
・
ギ
ブ
ソ
ン

は
、
そ
の
著
書

「サ
ル
バ

一
九
九
七
年
）
（本
邦
未
訳
）

(T
h
e
 Sh
a
m
e
f
u
l
 L
i
fe
 of
 S
a
l
v
a
d
o
r
 D
a
l
i
 

の
序
文
で
、
彼
は
死
の
直
前
の
ダ
リ
自
身
か
ら

ド
ー
ル

・
ダ
リ
の
恥
多
い
生
涯
」

呼
び
出
さ
れ
て
、

ロ
ル
カ
と
の
性
的
関
係
の
告
白
を
受
け
、

〈春の最初の日々）部分図

い
つ
か
そ
の
こ

と
を
書

い
て
欲

し
い
と
懇
願
さ

- 23-

れ
た
と
書

い
て

(26
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い
る
。

こ

の

作

品

の
前
景
か
ら
後

景

へ

画

面

を

横
断
す
る
階
段

は
、
ダ
リ
が
マ

ド
リ
ー
ド

の
学

生
館
へ
の
入
館

早
々

に
読
ん
だ

フ

ロ

イ

ト

の

『夢
に
つ
い
て
j



の
中
で
、
性
交
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
。

中
央
遠
散
に
、
小
さ
く
描
か
れ
男
性
と
幼
児
は
、
ダ
リ
が
父
親
に
連
れ
添

っ

て
、
ポ
ー
ル
・
エ
リ

ュ
ア
ー
ル
は
こ
の
絵
に

「
陰
鬱
な
遊
戯
」
と

い
う
タ
イ
ト

(28
)
 

ル
を
提
案
し
、
ダ
リ
は
そ
れ
を
受
け
入
れ
た
。

て
歩

い
た
想
い
出
だ
ろ
う
。

ダ
リ
の
第

一

一
回
パ
リ
個
展
用
に
送
ら
れ
た
こ

の
作
品
を
見
て
蝋
悪
感
を
抱
く
が、

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト

・
グ
ル

ー
プ
の
総
帥
ア
ン
ド
レ

・
ブ
ル
ト
ン
は
、

第

結
局
ダ

回
パ

リ
個
展
出
品
作
品
で
あ
り
、

我
が
国
に
は

こ
の

《
春
の
最
初
の
日
々
》
は、

《
大
自
慰
者
》
と
同
じ
く
、

「生
誕

一
0
0
年
記
念
ダ
リ
回

リ
を
受
け
入
れ
る
。

ぃ
5
：

ブ
ル
ト
ン
は
、

ダ
リ
の
個
展
カ
タ
ロ

グ
に
序
文
を
淋
き
、

以
前
の
拙
論
文
で
詳
し
く
記
述
し
て

顧
展
」（
．

こ
の
間
の
事
情
は
、

0
0
六
年
九
月

1

1
0
0
七
年
月
、
上
野
の
森
美
術
館
）

め
て
お

IIIIル
え
し
た
。
し
か
し
、

箪
者
も
こ
の
展
覧
会
を
見
た
が
、
そ
の
意
義

に
初

が
卜
分
に
注
IJ
さ
れ
て
い
た
と
は
、
と
て
も
思
え
な
い
。

ダ
リ
の
参
人

フ
ロ
リ
ダ
の
サ
ル
バ

を
歓
迎
し
た
。
こ
の
カ
タ
ロ
グ
の
作
品
目
録
に
は
、
忌
避
し
た
は
ず
の

《
陰
鬱

な
遊
戯
》
の
問
題
部
分
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。

メ
リ
カ

で
も
こ
の
作
品
の
重
要
性
が
十
分
認
識
さ

ド
ー
ル

・
ダ
リ
美
術
館
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ピ
ー
タ
ー
・
ト
ウ

ッ
シ
ュ
は
、

ア

こ
の
絵
の
中
央
に
は

《
大
自
慰
者
》
に
も
登
場
し
た
ダ
リ
11
自
慰
者
の
頗
が

れ
て
い
な
い

の
は
同
じ
だ
と
箪
者
に
語
っ

た
。

●

《
陰
鬱
な
遊
戯
》

一
九
二
九
年

こ
の
絵
は、

九
二
九
年
夏
、
詩
人
の
ポ
ー
ル

エ
リ

ュ
ア
ー
ル
と
そ
の
妻
ガ
ラ
を
含
む
シ
ュ
ル
レ

ア
リ

ス
ト
の

一
行
が
カ
ダ
ケ
ス
を
訪
れ
た
と
き
、

ほ
ぼ
完
成
し
て

い
た
。
彼
ら
を
驚
か
せ
た
の
は
、

こ
の
作
晶
に
「茨
便
」
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
だ

っ

た
。
彼
ら
は
ダ
リ
が
淡
食
症
で
な
い
か
と
の
疑
い

を
抱
き
、
ガ
ラ
は

行
を
代
表
し
て
ダ
リ
に
、

「
こ

れ
が
、
あ
な
た
の
実
牛
活
を
表
し
て
い
る
と
し
た

ら
、
私
た
ち
は
と
う
て
い
共
通
点
を
見
出
せ
な
い

こ
と
に
な
る
わ
」
と
間
い
た
だ
し
た
が
、
ダ
リ
は

名
包

即
座
に
糞
食
症
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
そ
し

《陰鬱な遊戯》1929年、厚紙に油彩とコラージュ、

44.4 x 30.3cm、個人蔵

-24-



男
根
）

口
に
イ
ナ
ゴ
を
伴
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
上
部
で
は
女
性
の
右
腕
が
指
(
II

の
形
に
な
り
、
丸
々
し
た
尻
の
間
の
肛
門
を
狙

っ
て
い
る
。
女
性
の
頭

の
上
に
は
口
が
女
陰
の
形
に
な

っ
た
男
性
の
頭
が
あ
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
複

数
の
形
象
で
画
面
上
方
へ
上

っ
て
行
く
。
尻
の
上
、

体
の
中
央
に
も
女
陰
が
生
々
し
く
描
か
れ
て
い
る
。
指
の
左
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク

バ
ル
ー
ン
を
思
わ
せ
る
球

の
俄
式
で
使
わ
れ
る
聖
餅
と
杯
が
、

ほ
と
ん
ど
気
づ
か
な
い
サ
イ
ズ
で
描
か
れ

て
い
る
。
反
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
を
標
榜
す
る
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
は
こ
の
表

象
を
発
見
し
て
、
歓
喜
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
火
の
つ
い
た
タ
バ
コ
を
別
の

も

っ
て
い
る
。

女
陰
に
近
づ
け
る
手
に
は
、
女
性
に
対
す
る
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
思
い
が
こ
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カダケス在住、ダリ研究家ペレ・ベイ氏所蔵の

パリ第一回ダリ個展カタログ（筆者撮影）

画
面
右
下
は
、

右
手

に
血
の
つ
い
た
ハ
ン
カ

チ

（ナ
イ
フ
の
よ
う
に
も

見
え
、

バ
タ
イ
ユ
は
こ
の

絵
を
去
勢
に
関
係
し
た
も

の
と
解
釈
し
た
）
を
握
り

し
め
、
下
着
に
糞
便
と
血

を
散
ら
か
し
た
男
が
い
る

が
、
彼
の
視
線
は
は
る
か

彼
方
の
ラ
イ
オ
ン

（強
さ

の
シ
ン
ボ
ル
）
に
注
が
れ

て
い
る
よ
う
だ
。
こ
の
男

性
に
は
裸
の
女
性
が
顔
を

隠
し
て
抱
き
つ
い
て
い
る

る
。

が
、
そ
の
頭
に
は
女
陰
の
よ
う
な
穴
が
開
き
、
左
手
の
薬
指
が
挿
人
さ
れ
て
い

画
面
左
に
は
、
顕
彰
を
表
す
台
座
の

L
で
自
慰
を
象
徴
す
る
大
き
な
手
を
前

方
に
差
し
出
し
な
が
ら
、
自
責
の
念
に
か
ら
れ
て
舶
を
毅
う
男
性
の
立
像
が
あ

る
。
ひ
と
つ
疑
問
な
の
は
こ
の
立
像
の
胸
が
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
だ
。
と
す
る

キ
リ
コ
の
有
名
な

《
あ
る
日
の
謎
》
(
-
九

―
四
年
）
の
引
用
で
あ
り
、

と
、
両
性
具
有
が
意
味
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
のし
IL
像
自
体
は
、

デ
・

そ
の

絵
の
前
で
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
が
ポ
ー
ズ
を
と

っ
た
写
真
が
残

っ
て
い
る
。

一
九
一―
1
0
年
に
描
か
れ
た
《
手
（良
心
の
呵
貢）
》
で
は
女
性
の
叩
部
の
コ
ラ
ー

ジ
ュ
と
結
び
つ
い
た
男
性
が
、

右
手
で
は
な
く
巨
大
に
誇
張
さ
れ
た
左
手
を
前

-25-
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マン・レイ 〈デ・キリコ 〈ある日の謎》の前で

ポーズするアンドレ・ブルトン》1922年

ガ
に
氾
し
出
し
て
い
る
。
彼
の
座
る
台
座
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
ラ
ン
ブ
ラ
ス
通

り
に
あ
る
劇
作
家
の
記
念
碑
か
ら
引
用
さ
れ
た
。
こ
の
絵
の
男
性
は
、
下
着
で

は
な
く
、
ズ
ボ
ン
の
臀
部
を
赤
み
が
か
っ
た
糞
便
で
汚
し
て
い
る
。
こ
の
糞
便

と

《
陰
鬱
な
遊
戯
》
に
登
場
す
る
男
性
の
血
付
き
の
下
着
は
何
を
表
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
猟
測
さ
れ
る
の
は
、
男
性
間
の
肛
門
性
交
に
伴
う
出
来
事
で
あ
る
。

ダ
リ
は
ボ
ス
ケ
と
の

『ダ
リ
と
の
対
話
」
で
、
ロ
ル
カ
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。
「周

て
い
た
。
二
度
も
私
を

知
の
よ
う
に
彼
は

ペ
デ
ラ
ス
ト
だ

っ
た
。
そ
し
て
狂
わ
ん
ば
か
り
に
私
に
恋
し

し
よ
う
と
し
た
ほ
ど
だ
。
私
に
は
そ
れ
が
ひ
ど

く
気
詰
ま
り
だ

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
私
は
ペ
デ
ラ
ス
ト
で
は
な
か

っ
た
し
、
引
き

ず
ら
れ
る
気
も
な
か

っ
た
か
ら
。
そ
れ
に
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
痛
か
っ
た
。

だ
か
ら
巾
は
起
こ
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
箔
が
つ
く
と
い
う
点
で
は
私
は
満
足

《手 （良心の呵責）》1930年、油彩、カンバス、41x 66cm、
フロリダ、サルバト ール・ダリ美術館
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だ

っ
た
。
と
い
う
の
も
胸
の
底
で
は
彼
は
偉
大
な
詩
人
だ
と
思
っ
て
い
た
し
、

《
神
の
ご
と
き
ダ
リ
》
の
C•
•
• 

の
穴
は
、
ほ
ん

の
す
こ
し
彼
に
負
っ
て
い

示心

る
か
ら
だ
！
」
山
根
氏
の
訳
で
は

「
こ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
痛
か
っ
た
」
と
な
っ



て
い
る
が
、

●

《
セ
ニ
シ
タ
ス

（小
さ
な
遺
骸
）》

一
九
二
七
ー

一
九
二
八
年

一
点
の
作
品

ボ
ス
ケ
の
原
文
は

D
e
p
l
u
s
,
 ce

r
a
 m
e
 fa
is
a
it 
m
a
l. 
で
あ
る
。

こ
れ
は

「痛
い
」
と
い
う
よ
り
は
、
「怪
我
を
す
る
」
と
言
う
意
味
の
慣
用
句
で
、

こ
の
絵
も
ま
た
、

い
る
。

し
か
も
過
去
の
出
来
事
の
現
在
ま
で
の
継
続
を
意
味
す
る
半
過
去
形
に
な

っ
て

の

―
つ
だ
が
、

ダ
リ
の
第

一
回
パ
リ
個
展
で
紹
介
さ
れ
た

一

タ
イ
ト
ル
は
そ
の
時

《
不
毛
な
努
力
》
L
e
s
efforts sterilles 

だ
っ
た
。
そ
の
展
屁
会
カ
タ
ロ
グ
で
は

一
九
．
て
ハ
年
作
と
な

っ
て
い
る
が
、
作

わ
が
国
に
お
け
る
ダ
リ
研
究
の
権
威
、
岡
村
多
佳
夫
氏
は
、

こ
の

《
陰
鬱
な

品
中
の
枠
内
に
ダ
リ
の
署
名
と

一
九

七
年
の
日
付
け
が
記
さ
れ
、
正
確
な

遊
戯
》
に
つ
い
て

「
汚
れ
た
ド
府
に
よ
っ
て
暗
示
さ
れ
る
肛
門
性
愛
と

n慰
行

ぬ
ま
で
手
冗
に
叩
lI
き、

ダ
リ
は
こ
の
絵
を
死

制
作
年
代
は

一
九

．

~

し
年
木

か
ら
翌
年
の

初
頭
で
あ
る
。

九
八
九
年
ダ
リ
の
死
後
ス

ペ
イ
ン

国
家
に
辿
贈
さ

為
、
そ
し
て
彼
の
心
の
奥
底
に
ひ
そ
ん
で
い
た
女
性
と
の
性
交
渉
へ
の
期
待
と

[JI
)
 

同
時
に
性
的
不
能
の
不
安
と
恐
怖
が
表
さ
れ
」
と
、
解
説
さ
れ
て
い

る
。

バルセロナ、ランブラス

通りにある、 劇作家セラ

フィ・ピターラの記念碑。

ランブラス通りはバルセ

ロナの観光名所。ダリは

ロルカとよく出かけ、記

念写真などを撮影してい

る。

れ
た
。
「
セ
ニ
シ
タ
ス
」
は
ス

ペ
イ
ン
語
の

ce
n
i
z
a

(灰
、
逍
骸
）
の
縮
小
形

〈セニシタス （小さな遵骸）〉1927-1928年、板に油彩、

64 x 48cm、国立ソフィア王妃芸術センター
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一
種
の
造
語
で
あ

る
。
し
か
し
、
も
と
も

で、

《セニシタス》左下の一部分、ヴィーナスの痕跡

と
は

《
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の

誕
生
》
と
し
て
知
ら
れ
、

美
術
史
家
の
ラ
フ
ァ
エ

ル
・
サ
ン
ト
ス

・
ト
ロ

エ
ー
リ
ャ
は
、
そ
の
痕

跡
を
画
面
左
下
に
描
か

れ
た
、
首
と
右
手
、
下

半
身
に
一
部
が
欠
け
た

女
性
像
に
認
め
て
い

る

（ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ

の
名
画
と
は
左
右
反
対

‘、こ
‘̀、、

t
カ

左
手
を
乳
に
あ

て
た
ポ
ー
ズ
を
し
て
い

こ
の
絵
の
複
雑
な
構
成
要
素
の
中
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

天
と
地
の

る
）。

そ
の
大
き
な
耳
と
角
張

っ
た
顎
に
よ
り
、

境
に
位
協
す
る

二
つ
の
頭
で
あ
る
。
左
側
の
両
眼
を
閉
じ
て
横
た
わ
る
頭
は
、

ロ
ル
カ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ル
カ
は
死
ん
だ
ふ
り
が
好
き
で

一
九
二
七
年
カ
ダ
ケ
ス
に
滞
在
中
も
、

ポ
ー
ズ
で
万
良
に
収
ま

っ
て
い
る
。

ロ
ル
カ
が
度
々
、

こ
の

が

『告
白
で
き
な
い
小
口

fi』

死
ん
だ
ふ
り
を
し
て
友
人
を
驚
か
せ
た
こ
と
は
、

ダ
リ

で
暴
露
し
て
い
る
。
「
一
九

一
九
年
、
大
学
都
市

で
出
逢

っ
た
ガ
ル
シ
ア

・
ロ
ル
カ
は
、
時
ど
き
彼
自
身
の
死
を
演
技
し
て
い

た
。
か
れ
の
断
末
魔
の

表
情
、

ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
り
、
自
分
自

身
が
徐
々
に
腐
敗
し
て
い
く
段

階
を
迫
真
の
演
技
で
追
求
し
て

い
る
か
れ
の
姿
を
わ
た
し
は
想

(32
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い
出
す
。
」
（一

九

一
九
年
と
い

つ
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
ダ
リ

が
マ
ド
リ
ー
ド
の
学
生
館
に
入

居
し、

サ
ン

・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド

美
術
学
校
に
入
学
し
た
の
は

一
九

二
年
の

こ
と
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
パ
リ
ノ
ー
が
、

ダ
リ

一
九
オ
の
時
の
入
学
を
年
代
と

取
り
違
え
た
の
だ
ろ
う
。
）

の
頭
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ダ

リ
の
初
期
作
品
の
多
く
に
登
場

す
る
が
、

一
九
二
七
年
の
春
か

ら
劇
的
に
変
化
す
る
。
そ
の
典

ロ

型
は

『
ラ
ミ

ッ
ク
・
デ
・
レ
ザ
ー

ル
」
に
掲
載
さ
れ
た

《
ロ
ル
カ

の
肖
像
》
、
《
蜜
は
血
よ
り
も
甘 こ

-28-

し
》
（現
在
行
方
不
明
、

写
真
の

み
が
残
る
）
な
ど
で
、
切
断
さ
れ
た
首
の
断

九
二
五
年
ご
ろ
の
ピ

カ
ソ

面
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
切
断
さ
れ
た
首
や
手
は

に
見
ら
れ
、
そ
の
影
響
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
ロ
ル
カ
と
ダ
リ
の
ア
ン
ビ
バ
レ



ン
ト
な
関
係
を
表
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

さ
て
、

《
セ
ニ
シ
タ
ス
》
で、

切
断
さ
れ
眼
を
閉
じ
て
横
た
わ
る
ロ
ル
カ
の

こ
の
時
期
、

首
を
、

H
を
見
閲
い

て
凝
視
す
る
の

は
ダ
リ
自
身
の
首
で
あ
る
。

---

．
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ダ
リ
は
軍
隊
に
徴

集
さ
れ
、
髪
の
毛

を

短

く

し

て

い

こ
°

t
 
こ
の
ダ
リ
の

首
は

《
春
の
最
初

の
日
々
》
で
は
ロ

か
ら

「
自
慰
者
」

の

頭

を

吐

き

出

し
、
そ
れ
自
身
は

頭
の
後
ろ
に
取
手

を
つ
け
た
ジ
ョ

ッ

キ
ヘ
と
変
貌
し
て

い
る
。
こ
の
取
手

付
き
の
ジ
ョ

ッ
キ

頭
は
、

他
の
多
く

の
ダ
リ
作
品
中
に

も
現
れ
る
。

ロ
ル
カ
は
、

の
時
期
、

ダ
リ
を

熱
愛
し

『サ
ル
バ

ド
ー
ル

・
ダ
リ
へ

の
頌
歌
」
を
捧
げ
た
。
彼
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
ゴ
ヤ
劇
場
で
初
演
さ
れ
る

『
マ
リ

ア
・ピ
ネ
ー
ダ
』
の
舞
台
デ
ザ
イ
ン
を
ダ
リ
に
依
頼
し
、
カ
ダ
ケ

ス
に
滞
在
し
た
。

そ
の
間
ダ
リ
の
妹
の
ア
ナ

・
マ
リ
ア
は
ロ
ル
カ
に
仄
か
な
恋
心
を
抱
き
、
．こ
者

の
関
係
は
微
妙
に
な
っ
た
。

ロ
ル
カ
は
有
名
な

『ジ
プ
シ
ー
詩
集
」
を
出
版
し

た
が
、
そ
の
中
に
は
近
親
相
姦
を
テ
ー
マ
に
し
た
詩
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ダ
リ

は
手
紙
で
そ
の
部
分
は
褒
め
た
が
、
あ
と
の
部
分
に
は
冷
た
い
批
評
を
し
、

ル
カ
は
傷
つ
い

た
ま
ま
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
旅
立

っ
た
。
ダ
リ
と
ロ

ル
カ
の
IUJ

ロ

係
に
つ
い
て
は
優
れ
た
評
伝
が
何
冊
か
存
在
す
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
往

(33
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釈
と
し
て
掲
載
し
て
お
く
。

九

二

七

年、

ロ
ル
カ
と

ダ
リ
の
友
情
に

ほ

こ

ろ

び

を

与
え
た
出
来
事

を

推

測

さ

せ

る
絵
が
あ
る
。

一
九
三
四
年
の

《
グ

ラ

ン

ド

・

ピ
ア
ノ
を
獣
姦

す
る
大
気
的
頭

こ

蓋
骨
》
が
そ
れ

だ
。
そ
の
背
景

は
ポ
ル
ト
・
リ

ガ

ト

の

海

岸

〈グランド・ピアノを獣姦する大気的頭蓋骨》1934年、板に油彩、

14 x 18cm、フロリダ、サルバドール・ダリ美術館

-29-



ロルカの弾いたグランド・ピアノ。

マドリードの学生館広間に今も存在する。 （筆者撮影）

で
、
後
に
ガ
ラ
と
ダ
リ

の
住
ま
い
に
発
展
す
る

漁
師
小
屋
が
描
か
れ
て

い
る
。

‘、

し

ソ
ト
ミ
ー
を
屈

み
る
頭
蓋
骨
は
ロ
ル
カ

で
あ
る

（
ロ
ル
カ
が
好

ん
だ
死
人
ご
っ
こ
を
思

い
だ
そ
う
）。
グ
ラ
ン

ド
・
ピ
ア
ノ
は
両
者
が

暮
ら
し
た
マ
ド
リ
ー
ド

の
学
生
館
の
広
間
に
備

え
ら
れ
、

ロ
ル
カ
は
常

時
、
そ
れ
を
奏
で
て
友

人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て

い
た
。
そ
の
脚
の
形
は

し
れ
な
い
。

そ

っ
く
り
で
あ
る
。
洵
辺
で
奏
で
ら
れ
る
ピ
ア
ノ
は
ダ
リ
自
身
で
あ
っ
た
か
も

こ
の
絵
の
ピ
ア
ノ
と

《
セ
ニ
シ
タ
ス
》
で
無
視
で
き
な
い
も
う

一
つ
の
要
素
は
「
指
」
で
あ
る
。

両
面
の
左
側
に
は
、
空
飛
ぶ
親
指
が
あ
り
、
右
側
に
は
人
差
し
指
が
他
の
指
か

で
あ
る
こ
と
は
、

ら
突
出
し
た
拳
を
二
つ
発
見
で
き
る
。
ダ
リ
に
と
っ
て
「
指
」
は
男
根
の
象
徴

九
二
八
年
の
作
品

《
人
間
の
形
を
し
た
浜
辺
》
で
彩
色
し

た
木
彫
の
指
が
、
女
陰
を
狙

っ
て
セ

ッ
ト
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
白
だ
。

同
じ
く

一
九
二
八
年
に
は
指
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
が
複
数
存
在
す
る
。《
癒

さ
れ
な
い
欲
咆

（洵
辺
の

二
人
）
》
は
、
指
に
よ
る
造
形
で
、
直
立
し
た
男
根

び
た
。
ダ
リ
は
、
後
に
ラ
ミ
ッ
ク

・
デ

・
レ
ザ
ー
ル
誌

と
睾
丸
、
赤
く
開
い
た
女
陰
を
描
き
、
そ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
表
現
が
非
難
を
浴

九
二
九
年
三
月
一一1

-

日
号
に

『指
の
解
放
j

と
称
す
る
論
文
を
写
真
入
り
で
掲
載
し
、
自
分
の
姿
勢

を
示
し
て
い
る
。

遥、9
~~C..: 

, .,,... ● 9 

，， 

（左）〈人間の形をした浜辺》1928年の残存部分、カンパスに油彩、コルク、赤く染め

た海綿、彩色した木彫の指、 47.5x 27.7cm、フロリダ、サルバドール・ダリ美

術館

（右）《癒されない欲望（海辺の二人）》1928年部分
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《
ウ
イ
リ
ア
ム
・
テ
ル
》

一
九
三

0
年

友
人
の
ブ
ニ
ュ
エ
ル
の
面
前
で

九
．．
 

九
年
末
、

家
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
ダ
リ
は
、

「指の解放jラミ ック・デ・レザール誌

1929年 3月31日号

ダリ

父
親
か
ら
、

九
二

0
年
一二
月
、

彼
を
脊
ん
だ
カ
ダ
ケ
ス
ヘ
の
今
後
の
立

な
の
で
、

ブ
ニ
ュ
エ
ル
を
介
し
た
通
知
だ
っ
た
。

ち
人
り
を
厳
し
く
禁
止
さ
れ
た
。
彼
の
住
所
が
不
明

の
勘
％
の
辿

lAI
は、

一
九
．
一九
年
夏
以
来
の
ガ
ラ
と

‘、こ
ゞ

ヽ

t
カ

直
接
原
因
は
、

の
交
際
お
よ
び
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
へ
の
接
近

ダ
リ
が
第

一
回
パ
リ
個
展
へ

の
出
品
作
品
の

《
叩
心
》

つ
で
あ
る

「
私
は
時
々

、

t

)

 

．．
．
 
.
d
 

f

、IsJ

f
j
ヽ

ー
メ

111
ら
し

i

の
刊
像
に
呻
を
叶
き
か
け
る
」
と
ス
ク
リ
プ
ト
を
付
け
た
こ
と
だ

っ
た
。

評
論
家
の
エ
ウ
ヘ
ニ
オ

・
ド
ー
ル
ス
が
、

ラ

・
ガ
セ
ー
タ

・
リ
テ
ラ
リ
ア

に
じ
い
い
た
以
ド
の
記 （

マ

ド
リ
ー
ド
）

L

．

一し
q
1•

ー
ノ

4
ノ
A
1

J J 
.
t

ー
'

•

さ
i
f
刈

」

ー
ー
り

「
＇
利
朴

事
を
父
は
風
聞
で
知
り
、

怒
り
に
火
が

つ
い
た
。
「
ゲ
ー
マ
ン
ス
圃
廊
で
は
、

つ
に
、
キ

ャ
プ
シ
ョ
ン

が
あ
り
、
油
間
者
に
は
は
心
に
呻
を
吐
く
ク

カ
ン
バ
ス
の

と
訛
み
と
れ
る
。

l吐
美
術

芸
術
の
間
題
に
厳
格
を
好
む
人
に
と

っ
て
は
そ
れ
で
良
く
て

こ

《ウイリアム・テル》1930年、油彩、コラージュ、 カンバス、

113 x 87cm、パリ国立近代美術館ジョ ルジュ ・ポンピドゥ ー ・センター
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も
、
こ
の
残
忍
な
行
為
は
、
以
前
の
展
覧
会
で

一
等
賞
を
も
ら

っ
た
作
品
や
以

前
の
挿
画
の
中
で

；
か
わ
い
そ
う
な
マ
マ

ク
；
か
わ

い
い

マ
マ

ク
と
言

っ
て
い

た
以
上
に
、
不
愉
快
に
思
え
る
。
ど
ん
な
場
合
に
も
美
的
な
清
純
さ
が
気
に
か

《
聖
心
》

か
る
の
は
、
ま
さ
に
母
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
唾
を
吐
く
べ
き
も
の
で
な
い
。
」
（
籠

{M
)
 

者
訳
）

に
付
け
ら
れ
た
ス
ク
リ
プ
ト
は
、

キ
リ
ス
ト
が
そ
の
母
、
即

ち
聖
母
マ

リ
ア
に

つ
い
て
言

っ
た
こ
と
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
《
聖
心
》
は、

ダ
リ
が
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
の
仲
間
に
加
入
す
る
資
格
証
明
と
し
て
、
激
し
い

反
カ
ト
リ
シ
ズ

ム
で
知
ら
れ
た
総
帥
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
に
提
出
し
た
も
の

だ

っ
た
。
こ
の
事
件
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
前
出
の
拙
論
文
を
参
考
に
さ
れ
た

、
。

し

.. 占おかt"・ 八ぎ

--- --~1!t~~,, ふ
《聖心》1929年、布に厚紙で裏打、墨彩、 68.3x 50.1 cm、

パリ国立近代美術館ジョルジュ・ポンピドゥー・センター

-pc,/1・

「
宗
教
、
国
家
、
家
族
の
破
壊
」
を
唱
え
る
ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン
を

「
第

二
の
父
」
に
選
び
、
実
の
父
か
ら
勘
当
さ
れ
た
ダ
リ
は
、
実
父
と
の
確
執
を
テ
ー

マ
に
描
き
上
げ
た
絵
が
こ
の

《
ウ
イ
リ
ア
ム

・
テ
ル
》
で
あ
る
。
こ
の
絵
は
ブ

ル
ト
ン
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
え
、

《
聖
心
》
と
と
も
に
死
ぬ
ま
で
手
元
に
置

い
て
い
た
。

ダ
リ
が
父
の
表
象
に
ス
イ
ス
の
英
雄
ウ
イ
リ
ア
ム

・
テ
ル
を
選
ん
だ
こ
と
に

は
伏
線
が
あ
る
。
父
の
誤
解
を
招
い
た
原
因
の
記
事
を
書
い
た
エ
ウ
ヘ
ニ
オ
・

ド
ー
ル
ス
は

一
九
二
六
年
に

『
ウ
イ
リ
ア
ム
・
テ
ル
」
を
発
表
し
て
い
た
が
、

そ
れ
は
カ
タ
ロ
ニ
ア
に
対
す
る
カ
ス
テ
リ
ャ
の
圧
政
を
間
接
的
に
弾
劾
す
る
も

の
だ
っ
た
。
ダ
リ
は
、
こ
の
テ
ー
マ
で
、
父
の
矢
が
過
つ
と
射
殺
さ
れ
る
可
能

性
の
あ
っ
た
ウ
イ
リ
ア
ム

・
テ
ル

の
息
子
に
、
自
ら
を
な
ぞ
ら
え
た
。
ダ
リ
は
、

父
の
家
か
ら
追

い
出
さ
れ
て
カ
ダ
ケ
ス
を
去
る
前
、
頭
の
上
に
リ
ン
ゴ
で
は
な

-32-

＜
ゥ
ニ
の
殻
を
載
せ
た
写
真
を
ブ
ニ
ュ
エ
ル
に
撮
影
さ
せ
て
い
る
。
ウ
ニ
は
父

も
ダ
リ
自
身
も
共
通
の
大
好
物
だ

っ
た
。

こ
の
絵
で
父
の
像
は
、
箱
の
中
の
女
性
像
及
び
切
り
離
さ
れ
た
男
根
を
右
膝

で
踏
み
し
だ
き
、
息
子
、
つ
ま
り
ダ
リ
自
身
と
お
ぼ
し
き
男
性
に
右
手
の
人
差

し
指
を
向
け
て
い
る
。
左
手
に
は
開
い
た
ハ
サ
ミ
を
持
つ
が
、

そ
の
刃
に
は
か

す
か
な
血
の
痕
が
認
め
ら
れ
、
去
勢
の
実
行
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
だ
。
ま
た

彼
の
顎
髭
か
ら
も
血
が
し
た
た
り
落
ち
、

ゴ
ヤ
の

《
我
が
子
を
食
ら
う
サ
ト

ゥ

ル
ヌ
ス
》
の
よ
う
な
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
を
暗
示
す
る
。
パ
ン
ツ
の
裂
け
目
か
ら
は

陰
茎
が
露
出
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
ダ
リ
自
身
の
幼
児
体
験
に
基

づ
い
て
い
る
。

「
フ
ィ
ゲ
ラ
ス
の
農
夫
で
あ
る

一
人
の
お
客
が
訪
ね
て
き
て
父
に
会
わ
せ
て

く
れ
と
い
っ
た
。
（中
略
）
わ
た
し
は
バ
ル
コ
ニ
ー
に
走
り
、
格
子
の
あ
い

だ



か
ら
、
父
と
そ
の
男
が
取
っ
組
み
合
っ
て
地
面
を
こ
ろ
げ
ま
わ

っ
て
い
る
の
を

眺
め
た
。
パ
ン
ツ
の
裂
け
目
か
ら
飛
び
出
し
た
父
の
性
器
が
、

一
人
の
格
闘
者

の
動
き
に
つ
れ
て
、
ま
る
で
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
よ
う
に
埃
に
ま
み
れ
た
り
地
面
を

叩
い
た
り
し
て
い
る
。
」

父
親
の
傍
ら
に
は
、
沿
々
と
水
を
流
す
噴
水
口
が
あ

り
、
年
老
い
て
盛
ん
な
父
の
精
力
を
表
し
て
い
る
。

左
手
で
顔
を
覆
う
青
年
の
右
手
は
父
を
名
指
し
で
非
難
す
る
か
の
よ
う
で
あ

る
が
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

《
天
地
創
造
》
の
父
な
る
神
の
指
と
ア
ダ
ム
の
指
に

似
た
ポ
ー
ズ
で
、
父
と
ダ
リ
ニ
人
の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
関
係
を
示
し
て
い
る
。

青
年
の
陰
部
に
は
、
去
勢
を
隠
す
か
の
よ
う
に
菓

っ
ぱ
が
描
か
れ
、
そ
の
横
の

木
に
は
、

不
胎
の
卵
が
入

っ
た
籠
が
あ
る
。

相
対
立
す
る
二
人
の
上
空
に
描
か
れ
た
表
象
は
別
の
解
釈
を
要
求
す
る
。
ピ

ア
ノ
の
上
の
腐

っ
た
ロ
バ
は
映
画

『
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の
犬
」
に
も
登
場
し
た
も

の
で
、

学
生
館
時
代
の
学
生
仲
間
や
ロ
ル
カ
と
意
見
を
交
換
し
あ

っ
た

「プ
ト

レ
フ

ァ
ク
ト
」
（腐
敗
）

父
を
表
す
ラ
イ
オ
ン
が
そ
の
顔
に
口
を
近
づ
け
て
い
る
。

の
象
徴
で
あ
る
。
ピ
ア
ノ
を
弾
く
の
は
ロ
ル
カ
で
、

ダ
リ
の
父
は
自
分
の

家
に
滞
在
す
る

ロ
ル
カ
に
好
感
を
持
ち
、
親
し
く
し
て
い
た
。
ピ
ア
ノ
の
端
か

ら
飛
び
出
し
た
馬
は
、
頭
部
が
陰
茎
の
形
を
し
、
そ
の
陰
部
は
人
間
の
そ
れ
の

よ
う
で
あ
る
。

父
親
に
対
す
る
ダ
リ
の
複
雑
な
感
情
は
、

一
枚
の
絵
を
描
い
た
だ
け
で
は
治

ま
ら
な
か
っ

た
。
巨
大
な
男
根
を
露
出
し
て
握
り
し
め
る
男
と
そ
の
傍
ら
の
女

性
を
描
い
た

《
ウ
イ
リ
ア
ム
・
テ
ル
と
グ
ラ
デ
ィ
ー
バ

》
(-
九
三

年
）

他、

《
ウ
イ
リ
ア
ム
・
テ
ル
の
老
年
時
代
》
(-
九

九
三
二
年
）
、
《
液
状
の
欲
望
の
誕
生
》
(
-
九
三 一

年
）
、
《
子
供

・
女
の
記

憶
》
（

年
）
、
《
ウ
イ
リ
ア
ム
・

テ
ル
の
謎
》
(-
九
三
三
年
）
へ
と
、
父
へ
の
復
聾
的
な
表
現
が
続
く
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
典
型
と
し
て

《
ウ
イ
リ
ア
ム
・
テ
ル
の
老
年
時
代
》
を
取
り
上
げ
て
み
よ

う
。
こ
の
絵
で
老
境
の
父
親
は
乳
房
を
持
つ
両
性
具
有
者
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
そ
の
傍
ら
で
ウ
イ
リ
ア
ム

・
テ
ル
の
腰
に
手
を
ま
わ
す
女
性
は
父
の
後
添

い
に
な
っ
た
母
の
妹
、
叔
母
で
あ
ろ
う
。
父
の
左
に
描
か
れ
目
を
下
に
向
け
る

男
は
、
幕
の
背
後
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
父
と
義
母
の
シ
ー
ン
を
窃
視
す
る
ダ
リ

自
身
だ
ろ
う
か
。
画
面
右
で
顔
を
覆
い
、
遠
ざ
か
る
男
女
は
、
父
の
保
護
を
離

れ
、
こ
れ
か
ら
独
立
の
生
計
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
ダ
リ
と
ガ
ラ
、
楽

園
を
追
放
さ
れ
た
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
で
あ
る
。

《
子
供

・
女
の
記
憶
》

年
に
は
、

さ
ら
に
興
味
深
い
表
象
が
み
ら

一
九
三

れ
る
。
画
面
全
体
に
拡
が
る
砂
岩
の
上
部
の
凹
み
か
ら
、
大
き
な
乳
房
を
も

っ

た
両
性
具
有
的
な
父
親
の
胸
像
が
バ
ラ
の
花
飾
り
を
し
て
現
れ
る
。
砂
岩
の
下

部
の
穴
に
は
お
馴
染
み
の
自
慰
者
が
鼻
か
ら
出
血
し
な
が
ら
極
め
て
小
さ
く
描

か
れ
て
い
る
。
画
面
右
手
奥
に
は
、
抱
き
合
う
二
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
両
人
と
も
男
性
で
、
そ
の
う
ち
の

一
人
に
は
図
版
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い

が、

実
物
タ
ブ
ロ
ー
を
見
る
と
性
器
が
描
か
れ
て
い
る
。
ダ
リ
は
自
分
を
追
放

し
た
父
親
に
対
し
て
も
、
性
的
な
関
心
を
生
涯
抱
き
続
け
た
。
死
の
床
に
あ
る

父
の
唇
に
接
吻
し
な
が
ら
、
「
最
高
の
官
能
的
悦
楽
は
苦
悶
し
て
い
る
わ
た
し

の
父
を
男
色
す
る
こ
と
だ
」
と
ダ
リ
は
夢
想
し
た
。
「
男
に
と
っ
て
、
お
た
が

い
の
肉
体
を
所
有
し
あ
う
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
に
言
語
道
断
の
潰
神
行
為
、

最
高
の
人
生
の
証
で
あ
ろ
う
か
？
冒
涜
、
挑
戦
で
あ
ろ
う
か
？
自
分
が
臆
病
で

の

あ
っ
た
ば
か
り
に
、
ま
た
状
況
が
状
況
だ
っ
た
か
ら
、
わ
た
し
は
そ
れ
を
実
行

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
わ
た
し
は
そ
れ
を
遂
行
す
る
場
面
を

(36
)
 

い
つ
も
夢
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
」
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油彩、カンバス、 98x 140cm、個人蔵

《ウイリアム・テルとグラディーバ》1931年、

銅板に油彩、 30.1x 23.9cm、個人蔵

《子供・女の記憶》1932年、油彩、カンバス、コラージュ、

99 x 119.5cm、フロリダ、サルバドール・ダリ美術館
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●

《
ナ
ル
シ
ス
の
変
貌
》

＿
九
三
七
年

《ナルシスの変貌〉1937年、油彩カンバス、 50.8x 43cm、ロンドン、テートギャラリ ー

｀ヽ`

ダ
リ
カ

九
三
八
年
、

ロ
ン
ド
ン
に
フ
ロ
イ
ト
を
訪
ね
、
こ

の
作
品
を
見
せ

こ
寺
‘
t
H
 フ
ロ
イ
ト
が
そ
れ
に
意
識
的
な
も
の
を
見
た
こ
と
は
先
述
し
た
。
こ
の

絵
に
つ
い
て
ダ
リ
の
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
は
こ
う
だ
。
「
僅
か
に
う
し
ろ
に
退

っ

て
あ
る
種
の

《
ぽ
ん
や
り
し
た
視
線
の
不
動
性
》
を
保
ち
な
が
ら
、
催
眠
術
に

か
か

っ
た
よ
う
に
動
か
な
い
ナ
ル

シ
ス
の
顔
を
し
ば
ら
く
の
間
見
て
い
る
と
、

そ
の
顔
は
次
第
に
消
え
て
い
き
、
遂
に
は
完
全
に
見
え
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

ま
さ
し
く
こ
の
瞬
間
に
、
神
話
の
変
貌
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う

ナ
ル
シ
ス
の
影
像
が
、
そ
れ
自
体
か
ら
発
す
る
光
で
浮
び
上

っ
て
い
る

の
は
、

―
つ
の
手
の
影
像
に
、
突
然
、
変
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
手
は
指
の
先

に

一
個
の
卵
、

つ
ま
り

一
粒
の
種
子
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
ナ
ル
シ
ス
あ
の

花
が
生
ま
れ
出
る
球
根
を
持

っ
て
い
る
。
そ
の
横
に
は
石
灰
質
で
で
き
た
手
の

彫
刻
が
、
咲
い
た
そ
の
花
を
持

っ
た
水
の
化
石
の
よ
う
な
手
の
彫
刻
が
見
ら
れ

(37
)
 

る
の
で
あ
る
。
」
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指
の
先
に
挟
ま
れ
た
卵
は
、

ダ
リ
流
の
デ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
る

二
重
像
で

「頭」

と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
「
そ
の
頭
に
亀
裂
が
生
じ
る
と
き
、
そ
の
頭
が
ひ

び
割
れ
る
と
き
、
そ
の
頭
が
破
裂
す
る
と
き
、
花
が
現
れ
る
だ
ろ
う
。
新
し
い

-38
)
 

ガ

ラ

私

の

ナ

ル

シ

ス

が

」
（改
訳
と
傍
線
は
箪
者
）

ナ
ル

シ
ス
、

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス

『変
身
物
語
』
で
、
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
は
、
木
霊
の
ニ
ン
フ
、

ェ
コ

ー
の
恋
を
は
ね
つ
け
る
。
思
い
が
か
な
わ
な
い
エ
コ
ー
は
衰
弱
し
て
姿
を

消
し
、

音
だ
け
の
存
在
に
な
る
。
ナ
ル
キ

ッ
ソ
ス
に
は
ね

つ
け
ら
れ
た
の
は
女

性
だ
け
で
な
く
男
性
も
同
じ
だ

っ
た
。
復
讐
の
女
神
は
、
そ
の

一
人
の

「
ナ
ル

キ
ッ
ソ
ス
は
恋
を
知
る
が
相
手
を
も
の
に
で
き
な
く
な
る
」
と
い
う
願
い
を
聞

き
届
け
る
。
ナ
ル
キ

ッ
ソ
ス
は
水
に
映

っ
た
自
分
の
影
に
恋
す
る
が
そ
の
思
い

は
叶
え
ら
れ
な
い
。
絶
望
の
あ
ま
り
、
彼
は
死
ぬ
が
、
死
体
は
消
え
、
水
仙
が



~' 
‘,`‘ 

現
れ
る
。
こ
の
物
語
は、

（ダ
リ
）

ダ
リ
流
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、
ナ
ル
シ
ス

の

頭
が
割
れ
た
と
き
、

ガ
ラ
が
花
、
即
ち
新
し
い

ナ
ル
シ
ス
と
し
て
現
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
慰
者
の
ダ
リ
が
ガ
ラ
11

ダ
リ
に
変
貌
し
、
ガ
ラ
と

ょ、
コ

J

ダ
リ

い
わ
ば
二
個

一
の
、
両
性
具
有
的
存
在
に
な
っ
た
と
認
め
る
こ
と
を

ガ
ラ
が
奔
放
な
性
生
活
を
送
っ
た
こ
と
は
よ

意
味
す
る
。
ダ
リ
と
の
結
婚
後
、

く
知
ら
れ
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
噂
が
あ
り
、

ガ
ラ
は
嫉
妬
し
た
よ
う
だ
が
、
し
か
し
、

ダ
リ
自
身
の
交
友
関
係
に
も
、

一
生
を
通
じ
て
、
そ
の
後
ガ
ラ
は
ダ

リ
の
分
身
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
ガ
ラ
を

「
私
の
ナ
ル
シ
ス
」
と
表
現
す
る
こ
と

に
よ
り
、
彼
ら
の
関
係
は
こ
の
時
期
、
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
に
入

っ
た
と
い
え
る

~: ク. ,,_,. 
〈ナルシスの変貌》部分、山の鞍部から自慰者の頭が覗いている

だ
ろ
う
。

れ
た
自
慰
者
の
形
が
、
変
貌
す
る
ナ
ル
シ
ス
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
そ
の
山
は

《
ナ
ル
シ
ス
の
変
貌
》
に
登
場
す
る
山
の
鞍
部
か
ら
は
、
卵
と
指
で
表
現
さ

ダ
リ
の
故
郷
フ
ィ
ゲ
ラ
ス
の
町
か
ら
北
西
に
見
え
、
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
に

つ
づ
く

カ
ニ
ゴ
の
山
な
み
だ
。
箪
者
は
フ
ィ
ゲ
ラ
ス
を
離
れ
る
列
車
の
車
窓
か
ら
、
こ

カ
ダ
ケ
ス
か
ら
峠
を
越
え
て
フ
ィ
ゲ
ラ
ス
に
向
か
う
バ
ス

の
山
を
撮
影
し
た
。

の
窓
か
ら
も
、
こ
の
風
景
は
遠
望
で
き
た
。
ダ
リ
の
故
郷
の
風
景
へ
の
こ
だ
わ

よ、
n

、
冒

り

ガ
ラ
と
の
合
体
後
も
続
き
、
彼
の
描
く
絵
の
原
風
景
と
し
て
、
こ
こ
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ダリの故郷フィゲラスから遠望できるカニゴの山並

最
後
に
、
フ
ロ
イ
ト
の
著
書
に
見
る
「
ナ
ル
シ
ス
」
の
記
述
に
つ

い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
ダ
リ
が
読
ん
で
い
た

『性
理
論
三
篇
j

ス
ペ

イ
ン
語
版
の

一
八
ペ
ー
ジ
に
は
以
下
の
注
釈
が
あ
る
。
「
調
べ
る
こ
と

-36-

の
で
き
た
ケ
ー
ス
の
す
べ
て
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
年
対
象
倒
錯
者
と
な
っ
た
者
た
ち
は
、
幼

年
期
の
は
じ
め
の
数
年
の
あ
い
だ

に、

強
度
は
非
常
に
強
い
が
長
つ

づ
き
し
な
か

っ
た
女
性

（た
い
て
い
は
母
親
）

へ
の
固
着
の
時
期
を

経
験
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
。
こ
の
時
期
を
乗
り
越
え
て
の
ち
、
彼

ら
は
自
分
を
そ
の
女
性
と
同

一
化
し
、

自
分
自
ら
を
性
対
象
と
し
て

選
ぶ
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

つ
ま
り
、
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
が
原
因
と

な

っ
て
、
彼
ら
は
母
親
か
自
分
を
愛
し
た
の
と
同
じ
よ
う
に
自
分
か

愛
し
た
い
と
思
う
よ
う
な
、

自
分
と
よ
く
似
て
い
る
若
い
男
を
秤
す

(40
)
 

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
以
上
で
あ
る
」（
傍
線
箪
者
）。
ダ
リ
の
場
合
、

フ
ロ
イ
ト
の
い
う
「
若
い
男
」

で
は
な
く
、

ガ
ラ
を
、
自
分
に
よ
く

似
て
い
る
と
同
時
に
母
親
で
も
あ
る
存
在
と
し
て
愛
し
た
と
考
え
て



よ
い
だ
ろ
う
。

て
j

フ
ロ
イ
ト
に
は
文
字
通
り

(II
)
 

と
題
す
る
論
文
が
あ
る
。

『
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
の
導
入
に
向
け

も
う

一
つ、

『精
神
分
析
年
報
j

こ
の
論
文
は

第
六
巻
、

一
九

―
四
年
に
初
出
し
て
い
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
語
版
、
も
し
く
は
ス

ペ
イ
ン
語

版
で
ダ
リ
が
読
ん
だ
形
跡
を
箪
者
は
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
。

終
わ
り
に

本
稿
で
は
、
《cJ
叫
憶
の
固
執
》

九
三

一
年）、

《
戦
乱
の
予
感
》

（
一
九
三
」ハ

ド
）

／
ー

な
ど
名
竹
の
あ
る
中
、
初
期
作
品
か
ら
、

一
九
二
九
年
の
第

一
回
パ
リ
個

展
出
品
竹
の
う
ち
四
点
、

お
よ
び
父
と
の
断
絶
か
ら
そ
の
後
生
ま
れ
た

《
ウ
イ

リ
ア
ム
・
テ
ル
》
、
ガ
ラ
と
の
合
体
を
表
現
し
た

《
ナ
ル
シ
ス
の
変
貌
》
を
分

析

の
対
象
と
し
て
取
り
卜
げ
た
。

ダ
リ
の
初
期
作
品
を
鑑
賞
し
て
圧
倒
さ
れ
る
の
は
、

そ
の

「
性
的
イ
メ
ー
ジ

の
他
富
さ
」
で
あ
る
。
単
な
る
夢
想
、
単
な
る

「
偏
執
狂
」
で
な
く
、
ま
さ
に

,l
'」
の
休
験
を

「
批
評
的
」

て
確
立
し
た
手
法
が
、

に
観
察
し
、
後
に

「
偏
執
狂
的
II
批
評
的
」
と
し

(42
)
 

こ
れ
ら
の
表
現
を
生
ん
だ
と
考
え
た
い
。

ダ
リ
は
、

フ
ロ
イ
ト
流
の
エ
ロ
ス
の
分
析
を
道
具
と
し
て
、
ブ
ル
ト
ン
を
総

帥
と
す
る
シ

ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
・
グ
ル
ー
プ
に
参
入
を
果
た
し
、

家
族
と
断
絶
し
た
。
初
期
作
品
に
見
ら
れ
る
ダ
リ
の
余
り
に
も
素
直
な
自
己
告

そ
の
結
果
、

白
に
、
あ
る
種
の

「
い
た
ま
し
さ
」
を
感
じ
る
の
は
箪
者
だ
け
だ
ろ
う
か
。

ダ
リ
の
、

「
い
た
ま
し
さ
」
は、

フ
ィ
ゲ
ラ
ス
の
ダ
リ
劇
場
美
術
館
を

こ
の

つ
く
り
、
ガ
ラ
に
プ
ボ
ル
の
城
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
晩
年
に
も
、
顕
著
で
あ
る
。

去
リ
こ
、

4
,LV
 
そ
の
墓
所
を
巡
る
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
複
雑
な
も
の
が
あ
り
、

こ
の

こ
と
に
関
し
て
は
稿
を
改
め
て
述
べ
て
み
た
い
。

本
稿
の
執
箪
の
た
め
に
、

マ
ド
リ
ー
ド
の
ス
ペ
イ
ン
国
立

ソ
フ
ィ
ア
王
妃
芸

術
セ
ン
タ
ー
、

学
生
館
と
ロ
ル
カ
財
団
、

フ
ィ
ゲ
ラ
ス
の
ダ
リ
劇
場
美
術
館
と

ガ
ラ
11

ダ
リ
財
団
、
プ
ボ
ル
の
ガ
ラ
11

ダ
リ
美
術
館
、

ポ
ル
ト
・
リ
ガ
ト
の
ガ

ラ
11

ダ
リ
居
宅
美
術
館
、

フ
ィ
ゲ
ラ

カ
ダ
ケ
ス
の
元
ダ
リ
家
別
荘
を
訪
れ
た
。

ス
の
町
か
ら
六
甲
山
ほ
ど
の
山
の
峠
を
バ
ス
で
越
え
て
見
下
ろ
し
た
カ
ダ
ケ
ス

の
風
景
、

小
舟
で
周
遊
し
た
ク
レ
ウ
ス
岬
の
風
景
な
ど
も
忘
れ
が
た
い
。
カ
ダ

ケ
ス
湾
沖
合

の
岩
、
そ
し
て
岸
壁
の
岩
肌
な
ど
で
、

こ
の
偉
大
な
画
家
の
創
作

の
原
風
景
が
こ
こ
に
有
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

註(l
)
 ア
ラ
ン

・
ボ
ス
ケ

了ダ
リ
と
の
対
話
j

岩
綺
力
訳
、

美
術
公
論
社、

一
九
八

0
年
、
二
九

ペ
ー
ジ
。

(2
)
ダ
リ

《
ウ
イ
リ
ア
ム

・
テ
ル
〉

九
三

0
年、

現
在
パ

リ
国
立
近
代
美
術
館
ジ
ョ
ル
ジ
ュ

ポ
ン
ピ

ド
ゥ
ー
・
セ

ン
タ
ー
蔵
。
本
論
文
の
後
半
で
詳
細
説
明
。

(3
)
 R
a
f
a
e
l
 Sa
n
t
o
s
 T
o
r
r
o
e
l
l
a
,
 La
 M
i
el
 es M
a
s
 D
u
l
ce
 qu
e
 la S
a
n
g
re,
 La

s
 E
p
o
c
a
s
 

L
o
r
q
u
i
a
n
a
 y
 F
r
e
u
d
i
a
n
a
 d
e
 Sa
l
v
a
d
o
r
 D
a
l
i
,
 S
e
i
x
 B
a
r
r
a
!
,
 Ba

r
c
e
lo
n
a
,
 19

8
4
 

F
e
l
i
x
 F
a
n
e
s
,
 Sa

l
v
a
d
o
r
 D
a
l
i
 L
a
 c
o
n
s
t
r
u
c
c
c
i
6
n
 d
e
 la 
i
m
a
g
e
n
 1
9
2
5-
1
9
3
0
,
 

F
u
n
d
a
c
i
6
n
 G
a
l
a
 ,
 
S
a
l
v
a
d
o
r
 Dali, F
i
g
u
e
r
e
s
,
 1999. (

英

語
四
版

Y
a
l
e
U
niversity 

P
r
e
s
s
,
 20

0
7)
.
 

I
a
n
 G
i
b
s
o
n
,
 Da

l
i
 1
o
u
e
n,
 Da

l
i
 G
E
N
I
A
L
,
 Sa

n
t
i
l
l
a
n
a
 E
d
i
c
i
o
n
e
s
,
 Ma

d
r
i
d
,
 20

0
4
 

等
。

(4
)
 S
.
 

F
r
e
u
d
,
 U
n
a
 teo
r
i
a
 s
x
u
a
l
 y
 otros e
n
s
a
y
o
s
,
 Bi

b
l
i
o
t
e
c
a
 N
u
e
v
a
,
 Ma

d
r
i
d
,
 19

2
2
 

（
フ
ロ
イ
ト
の

「性
理
論
」
は
ド
イ
ツ
で

一
九

0
五
年
に
初
版
が
出
て
以
来
、
増
補
を
重

ね
て
い
る
。
こ
の
ス
ペ

イ
ン
語
版
は

一
九
二
0
年
刊
の
第
四
版
を

L
o
p
e
z
,
 
B
a
llesteros y
 

d
e
 T
o
rr
e
s
が
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
り

O
B
R
A
S
C
O
M
P
L
E
T
A
S
 D
E
L
 P
R
O
F
E
S
O
R
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S
.F
R
E
U
D
の
第
．
．
 

巻
で
あ
る

C

「歩
判
断
j

は
こ
の
全
集
の
第
六
巻
と
第
七
巻
の

二
分

冊
で
後
年
の
刊
行
で
あ
る

(5
)
 V.
J
o
s
e
 M
o
r
e
n
o
 V
i
l
l
a
,
V
i
d
a
 
e
n
 c
l
a
r
o
,
 Fo

n
d
 d
e
 C
u
l
t
u
r
a
 E
c
o
n
o
m
i
c
a
,
 Ma

d
r
i
d
,
 

1
9
44
、
plll.

^̂ J
u
n
t
a
 a
 F
e
d
e
rico 
r
e
c
u
e
r
d
o
 a
 S
a
l
v
a
d
o
r
 D
a
l
i
,
 q
u
e
 e
r
a
 t
o
d
o
 lo 
o
p
u
e
s
t
o
.
 

D
e
l
g
a
d
u
c
h
o
,
 casi 

m
u
d
o
,
 en

c
e
rr
a
d
o
 e
n
 si
,
 ti

m
i
d
o
 (;,
q
u
i
e
n
 lo 
dijera?)
,
 co

m
a
 

u
n
 niiio 
a
b
a
n
d
o
n
a
d
o
 p
o
r
 p
r
i
m
e
r
a
 v
e
z
 o
 s
e
p
a
r
a
d
o
 v
i
o
l
e
n
t
a
m
e
n
t
e
 d
e
 s
u
 

p
a
d
r
e
 y
 d
e
 su
 h
e
r
m
a
n
a
,
 me

l
e
n
u
d
o
,
 no
 m
u
y
 l
i
m
p
i
 0
 ,
 e

nfr
a
s
c
a
d
o
 s
i
e
m
p
r
e
 e
n
 

(6
)
 la

s
 le
c
t
u
r
a
s
 d
e
 F
r
e
u
d
 y
 d
e
 lo
s
 te
o
r
i
z
a
n
t
e
s
 m
o
d
e
r
n
o
s
 d
e
 la p
i
n
t
u
r
a
.
≫
 

サ
ル

バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ

「わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
j

足
立
康
訳

・
滝
口
修
造
監
修
、
新
潮

中I:

L
’\•

F
’ 

4
ノ

J

/
’i

一
八
四
ペ

ー
ジ
。

(7
)
 Ia
n
 G
i
b
s
o
n
,
 ibid
,
 pp
.13
0
 ,
 
131
,
 p351. 及

び
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
確
認
。

「
フ
ロ

イ
ト
全
集
六
夢
に
つ
い

て
」
道
旗
泰
三
訳
、
岩
波
習
店
、
六
九
七

I
六
九
八
ペ

ー

(8
 

ジ

(9
)
 ダ
リ

「わ
が
秘
め
ら
れ
た

lt
涯
j

四
↓―――

ペ
ー
ジ
。

(10 

S
・
フ
ロ

イ
ト

「
エ
ロ
ス
論
躾
j

中
山
元
編
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
．

九
九
七
年
他
訳
書

多
数

(1
 
「
フ
ロ
イ
ト
杓
作
渠

一
九
六
八
年
、
七
八
ペ
ー
ジ
。

夢
判
断
'-
高
橋
義
孝
訳
、
人
文
讃
院、

(12
)
 

ア
ン
ド
レ

・
パ
リ
ノ
オ
編

「告
白
で
き
な
い
告
白
」
山
根
和
郎

サ
ル
バ
ド
ー
ル
・

ダ
リ、

ー

＼

ヽ
＿

i

し
r

．

ー

・
'

-J
‘

•

L
L

一ヽ

F
r
‘

}

）

，9
,＇-

計
w

ー
ノ
ー

'
1

i

九
し
ペ
ー
ジ
。

(13
)
ダ
リ

「告
'11
で
き
な
い
告
白
l

し

ペ
ー
ジ
c

(14
)
 E
n
r
i
q
u
e
 S
a
b
a
t
e
r, 
A
 S
a
b
a
t
e
r
 c
o
n
 u
n
 a
b
r
a
z
o
 e
n
 el 
Q
u
e
e
n
 E
l
i
s
a
b
e
t
h
,
 

U
N
B
E
R
T
O
 A
L
L
E
M
A
N
D
!
,
 T
o
r
i
n
o
-
L
o
n
d
o
n
,
 19

8
0
,
 p.61. 

^̂ D
a
l
i
 oft
e
n
 s
t
a
y
e
d
 in hi
s
 st
u
d
i
o
 q
u
i
e
t
l
y
 p
a
i
n
t
i
n
g
 w

h
i
l
e
 h
e
 w
a
s
 w
a
i
t
i
n
g
 for 

so
m
e
 jo
u
r
n
a
l
i
st
・
s
 visit: 

""giv
e
 m
e
 fiv
e
 m
i
n
u
t
e
s
 w
a
r
n
i
n
g
・・, 
h
e
 us
e
d
 to s
a
y
 to 

m
e
,
 "s

o
 t
h
a
t
 I
 

c
a
n
 d
r
e
s
s
 u
p
 for t
h
e
 int
e
r
v
iew". T
h
e
n, for instance, h
e
 w
o
u
l
d
 

p
u
t
 o
n
 a
 w
h
i
t
e
 d
r
e
s
s
i
n
g
 g
o
w
n
,
 ta

l
k
i
n
g
 too m
e
 qu
i
t
e
 n
a
t
u
r
a
l
l
y
 m
e
a
n
w
h
i
l
e
.
 

B
u
t
 a
s
 s
o
o
n
 a
s
 h
e
 h
a
d
 a
 s
t
r
a
n
g
e
r
 in
 
f
r
o
n
t
 o
f
 h
i
m
,
 hi

s
 
t
o
n
e
 c
h
a
n
g
e
d
 

c
o
m
p
l
e
t
e
l
y.
 H

e
 t
r
a
n
s
f
o
r
m
e
d
 h
i
m
s
e
lf a
n
d
 h
u
g
e
ly 
e
n
j
o
y
e
d
 p
l
a
y
i
n
g
 o
u
t
 h
i
s
 

rol
e
 in a
 hi
g
h
l
y
 theatrical m
a
n
n
e
r.
≫
 

(15
)
 ベ
ア
リ
ッ
ツ
国
際
映
画
祭
最
優
秀
作
品
買
を
受
伐
し
た
、
ア
ン
ト
ニ
ー

・リ
バ

ス
監
督

「ダ

リ
天
オ
日
記
」

ダ
リ
が
こ
の

《
大
自
慰
者
》
を
描
い
て
い
る
最
中
に
父
か
ら
家
を

で
は
、

追
い
出
さ
れ
た
こ
と
に
な

っ
て
い
て
、
時
間
的
な
混
乱
が
見
ら
れ
る
。

(16
)
 サ
ル
バ
ド
ー
ル
・
ダ
リ

「天
オ
の
日
記
」
東
野
芳
明
訳
、

二
見
普
房
、

九
七

一
年、

三
四
ペ
ー

ジ
。

(17
)
ダ
リ

で
し
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
j

七

0
ペ
ー
ジ
。

(18 

ダ
リ

「わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
」
二
七
ニ
ー
ニ
七
三
ペ
ー
ジ
。

(19
)
 ダ
リ

「告
白
で
き
な
い
告
白
」

-
1
-
―
ニ

ペ
ー
ジ
。

20 
ヽ

ダ
リ

「告
白
で
き
な
い
告
白
」

ニ

ペ
ー
ジ
。

(21
)
 「
フ
ロ
イ
ト
全
集
j

巻
、
岩
波
書
店
、

0
0
九
年
、

二
九
ー
三
0
ペ
ー
ジ
。

(22
)
 ダ
リ

「告
白
で
き
な
い
告
白
j

――

五
ペ

ー
ジ
。

(23
)
 パ
ン

が
ダ
リ
に
と

っ
て

「
男
根
」
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
は

「告
白
で
き
な
い
告
白
」
山
根

和
郎
訳、

の
ニ
―

九
ー
ニ
ニ
―

ペ
ー
ジ
の
記
述
で
明
ら
か
で
あ
る
。
「
わ
た
し
の
パ
ン
は
、

わ
た
し
の
完
全
無
欠
な
力
の
、

わ
た
し

の
雄
々
し
い

陰
茎
の
象
徴
で
あ

っ
た
。」

（同
普

一
ペ
ー
ジ

(24
)
 ダ
リ

「わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
」
新
潮
社
、

一
九
八

一
年、

二
三
七
ペ
ー
ジ
、

「春
の
到
来
」

と
い
う
題
は
、
英
語
版
の

T
h
e
F
i
r
s
t
 D
a
y
 o
f
 S
p
r
i
n
g
か
ら
の
訳
。
ス
ペ
イ
ン
語
版
や

フ
ラ
ン
ス
語
版
で
は
複
数
な
の
で

《
春
の
最
初
の
日
々
〉
が
正
し
い
。
ま
た

「告
白
で
き

な
い
告
白
j

で
は
デ
ス
ノ
ス
は

「
今
ま
で
に
見
た
こ
と
が
な
い
傑
作
だ
」
と
言
っ

た
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。
（同
書
九
九
ペ
ー
ジ
）

25 
ヽ

ダ
リ

「わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
j

八

ペ
ー
ジ
。

(26
)
 Ia
n
 G
i
b
s
o
n
,
 T

h
e
 S
h
a
m
eful L
i
fe
 o
f
 S
a
l
v
a
d
o
r
 D
a
l
i
,
 N
Y
/
L
o
n
d
o
n
,
 No

r
t
o
n
,
 

1
9
9
7
,
 p.

2
8
 
^^
 
Dali, it 
t
r
a
n
s
p
i
r
e
d
,
 de

s
p
e
r
a
t
e
l
y
 w
a
n
t
e
d
 to 
c
o
n
v
i
n
c
e
 m
e
 t
h
a
t
 

his g
r
e
a
t
 friend F
e
d
e
r
i
c
o
 G
a
r
c
i
a
 L
o
r
c
a
 h
a
d
 l
o
v
e
d
 h
i
m
 sexually, n
o
t
 m
e
r
e
l
y
 

'pl
atonically'
,
 an

d
 to e
n
s
u
r
e
 th
a
t
 I
 

m
a
d
e
 this clear in t
h
e
 s
e
c
o
n
d
 v
o
l
u
m
e
 o
f
 

m
y
 bi
o
g
r
a
p
h
y
 o
f
 t
h
e
 p
o
e
t
.≫
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(27
)
 ダ
リ

「わ
が
秘
め
ら
れ
た
生
涯
j

二
五
九
ペ
ー
ジ
。

(28
)
 ロ
ベ
ー
ル

・デ
シ
ャ
ル
ネ
／
ジ
ル

・ネ
レ
7

ダ
リ
全
画
集
j

日
本
語
版
で
は

「陰
惨
な
遊
戯
」

と
訳
さ
れ
、
箪
者
も
従
来
そ
れ
に
従

っ
て
き
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
も
ス
ペ
イ
ン
語
で
も

l
u
g
u
b
l
e
は、
「陰
惨
」
よ
り
は

「陰
巻
」
が
訳
語
と
し
て
正
し
い
。
岡
村
多
佳
夫

「ダ
リ
」

小
学
館、

二
0
0
六
年
で
は
、
正
し
く
、

〈
陰
智
な
遊
戯
〉
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(29
)
 松
岡
茂
雄

「シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト
た
ち
の
反
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
ダ
リ
の

〈
胞
心
〉
1
ア
ン

ド
レ

・
プ
ル
ト
ン
ヘ
の

「痙
攣
」
が
ダ
リ
に
家
族
と
の
断
絶
を
も
た
ら
し
た

1
]
神
戸
大

学
美
術
史
研
究
会

「美
術
史
論
集
j

節
九
号

0
0
九
年
二
月
所
載
。

(30
)
 ボ
ス
ケ
7

ダ
リ
と
の
対
話
」
五
五
ペ

ー
ジ
、
C
は
c
u
l
o
ス
ペ

イ
ン
語
で
肛
門
の
意
味
。

(31
)
 岡
村
多
佳
夫
I

ダ
リ
J

小
学
館、

一
0
0
六
年
、
ニ―

ペ
ー
ジ
。

32 
ヽ

ダ
リ

「告
白
で
き
な
い
告
白
j

―
四
ペ

ー
ジ
。

33 
ヽ

「
ロ
ル
カ
・

ダ
リ
裏
切
ら
れ
た
友
情
J

山
内
政
子
他
訳、

ア
ン
ト
ニ

ー
ナ
・
ロ
ド
リ
ー
ゴ

六
卯
出
版
、

一
九
八
六
年
。

ア
グ
ス
テ
ィ
ン

・
サ

ン
チ

ェ
ス
・
ビ
ダ
ル

「プ
ニ
ュ
エ
ル
、

ロ
ル
カ
、

ダ
リ
果
て
し
な
き

謎
」
野
村
文
昭

•

網
野
真
木
子
共
訳
、
白
水
社
、

一
九
九
八
年
。

イ
ア
ン
・
ギ
プ
ソ
ン

「ロ
ル
カ

」
内
田
吉
彦

•
本
田
誠
二
訳
、
中
央
公
論
社
、

一
九
九
七
年
。

I
a
n
 G
i
b
s
o
n
,
 Lo

rc
a
'
D
a
l
£
E
l
 a
m
o
r
 q
u
e
 n
o
 p
u
d
o
 ser
,
 Pl

a
z
a
 J
a
n
e
s
,
 Ba

r
c
e
l
o
n
a
,
 

1
9
9
9
 

C
h
r
i
s
t
o
p
h
e
r
 M
a
u
r
e
r
,
 S

e
b
a
s
t
i
a
n
's
 A
r
r
o
w
s
:
 le
tt
e
rs 
a
n
d
 m
e
m
e
n
t
o
s
 o
f
 

S
a
l
v
a
d
o
r
 D
a
l
i
 a
n
d
 F
e
d
e
ri
c
o
 G
a
r
c
i
a
 L
o
r
c
a
,
 S
w
a
n
 Isl
e
 Pr
e
s
s
,
 C
h
i
c
a
g
o
,
 

2
0
0
4
 

(34
)
 L
a
 G
a
c
e
t
a
 L
i
te
r
a
r
i
a
 (M
a
d
r
i
d
),
 

A
R
T
E
,
 

1
5
/
1
2
/
1
9
2
9
.
 

^^
 
G
a
l
e
r
i
a
 G
o
e
m
a
n
s
 h
a
 e
s
c
rito 
e
n
 u
n
a
 d
e
 s
u
s
 te
l
a
s
 
u
n
 r
6
t
u
l
o
 e
n
 q
u
e
 e
l
 

v
is
i
t
a
n
t
e
 p
u
e
d
e
 leer: 

・・J
"ai 
c
r
a
c
h
e
 s
u
r
 m
a
 M
e
r
e
.・・

P
u
e
s
 b
i
e
n
,
 pa
r
a
 e

l
 

g
u
s
t
a
d
o
r
 a
u
s
t
e
r
o
 d
e
 la
s
 c
o
s
a
s
 d
e
 a
r
t
e
,
 es

t
a
 a
t
r
o
c
i
d
a
d
 r
e
s
u
l
t
a
 n
o
 m
a
s
 

m
o
l
e
s
t
aー

p
e
r
o
m
e
n
o
s
 t
a
m
p
o
c
oー

q
u
e
a
q
u
e
l
 "
!
P
o
b
r
e
 M
a
d
r
e
"
 o
 a
q
u
e
l
 

・・ニ

B
e
n
d
i
t
a
M
a
d
r
e
!"
 d
e
 la
s
 "p
r
i
m
e
r
a
s
 m
e
d
a
l
l
a
s
"
 e
n
 l
a
s
 
e
x
p
o
s
i
c
i
o
n
e
s
 d
e
 

o
t
o
r
o
r
a
 o
 d
e
 lo
s
 g
r
a
b
a
d
o
s
 e
n
 m
a
d
e
r
a
 e
n
 la
s
 i
l
u
s
t
r
a
c
i
o
n
e
s
 a
n
t
i
g
u
a
s
.
 E

n
 

u
n
o
 c
o
m
o
 otro c
a
s
o
,
 lo q
u
e
 a
 la p
u
r
e
z
a
 estetica e
s
t
o
r
b
a
 es
 p
r
e
c
i
s
a
m
e
n
t
e
 la
 

m
a
te
r
n
i
d
a
d
,
 no
 la e
s
c
u
p
i
t
i
n
a
.≫
 

ス
ク
リ
プ
ト
の
主
旨
の
誤
解
に
基
づ
い
て
エ
ウ
ヘ
ニ
オ
・

ド
ー
ル

ス
の
書
い
た
記
事
が
、

父
の
怒
り
を
誘
発
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ダ
リ
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
学
芸
協
会
で

九
三
0
年

三
月
二
二

日
に
行

っ
た
講
演
の
中
で

「私
は
彼
が
申
し
分
の
な
い
馬
鹿
だ
と
思
い
ま
す
。
」

と
言
っ

て
い
る
。
（詳
細
は
前
記
松
岡
論
文
の
付
録
を
参
照
）

(35
)
 ダ
リ

「告
白
で
き
な
い
告
亡
」
二

五
ペ

ー
ジ
。

(36
)
 ダ
リ

「告
白
で
き
な
い
告
白
j

ニ
ニ
ペ
ー
ジ
。

(37
)
 ダ
リ

「芸
術
論
集
ナ
ル
シ
ス
の
変
貌

j小
海
永
二

•
佐
藤
東
洋
麿
訳
、
国
文
社
、

一
九
七
．
年
、

九
七
ペ
ー
ジ
。

(38
)
 同
書

一
0
九

1
-
―
0
ペ
ー
ジ
。
「花
が
現
れ
る
だ
ろ
う
。
新
し
い
ナ
ル
シ
ス
、

ガ
ラ
ー

ー
糾
d
ナ
ル
シ
ス
が
」
と
箪
者
が
改
訳
し
た
部
分
は
、
邦
訳
で
は

「そ
れ
は
花
に
な
る
だ

ろ
う
、
新
し
い
ナ
ル
シ
ス
ガ
ラ
I

私
の
ナ
ル
シ
ス
に
」
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
、

ダ
リ
の
原
文
は
「a
p
a
r
e
c
e
r
a
la
 flor, e
l
 N
u
e
v
o
 N
a
r
c
i
s
o
,
 Ga

l
a
:
 m
i
 n
a
r
c
i
s
o
」
で
あ
る
。

A
p
a
r
e
c
e
r
a
は
動
詞
a
p
a
r
e
c
e
r

(表
れ
る
、
出
現
す
る
）
の
三
人
称
未
来
形
で
、
こ
の

場
合
主
語
は
倒
置
さ
れ
て
い
て
、

当
然
flor
で
あ
る
。
従

っ
て
前
記
邦
訳
の
よ
う
に
頭
全

体
が
花
に
な
る
の
で
は
な
い
。

39 
ヽ

「変
身
物
語
」
（
上
）
中
村
善
也
訳
、
岩
波
文
庫

一
九
八

一
年

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス

―
一
三

1
―
ニ
―

ペ
ー
ジ
。

40 
ヽ

「
フ
ロ
イ
ト
全
渠
六
」
岩
波
書
店、

0
0
九
年

一
八
四

I
―
八
五
ペ
ー
ジ
、
渡
追
俊

之
訳

「性
理
論
の
た
め
の
三
篇
」
よ
り
引
用
。

(41
)
 「
フ
ロ
イ
ト
全
集

一
三
j

岩
波
書
店、

二
0
1
0
年、

ペ
ー
ジ
、

立
木

―
四
＼

一
五

康
介
訳
。

(42
)
先
に
引
用
し
た
ダ
リ
の
告
白

（注
6
参
照
）「
私
は
夢
ば
か
り
か
、

一
見
単
な
る
偶
然
と

わ
が
身
に
起
こ
っ
た
す
べ
て
を
自
己
解
釈
す
る
と
い
う
‘

し
か
見
え
な
い
も
の
ま
で
も
、

真
の
悪
徳
の
虜
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
」
は
看
過
で
き
な
い
。
（傍
線
松
岡
）
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〔
付
記
〕

取
材
に
あ
た

っ
て
数
々
の
資
料
の
提
供
を
頂
い
た
ガ
ラ
11

ダ
リ
財
団
学
芸
員

の
ク
カ
さ
ん
、

カ
ダ
ケ
ス
在
住
の
ダ
リ
研
究
家
ペ
レ
・
ベ
イ
さ
ん
、

マ
ド
リ
ー

ド
の
ロ
ル
カ
財
団
学
芸
員
ア
メ
リ
エ
さ
ん
、
プ
ボ
ル
に
案
内
し
て
く
れ
た
白
タ

ク
運
転
手
の
ト
ニ
、
そ
し
て
何
よ
り
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と
通
訳
を
担
当
し
て

頂
い
た
吉
本
敬
子
さ
ん
に
感
謝
の
念
を
捧
げ
た
い
。
ま
た
、

ダ
リ
の
初
期
作
品

を
数
多
く
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
す
る
ア
メ
リ
カ
、
フ
ロ
リ
ダ
の
ダ
リ
美
術
館
を
訪
れ
、

作
品
の
実
際
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
美
術
館
の
新
し
い
建
物
へ
の
移
転
準

備
で
多
忙
の
中
、

資
料
提
供
と
案
内
を
頂
い
た
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
ピ
ー
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Dali's early works and Freud's sexual theory 

Shigeo MATSUOKA 

It is very common to talk about Dali's works in relation to Freud's The Interpretation 

of Dreams. However, we should note that Dali's first encounter with Freud's writings was 

not with The Interpretation of Dreams but with Una teoria sxual y otros ensayos, Biblioteca 

Nueva, Madrid, 1922 (A sexual theory and other essays). This fact is handled by Ian Gibson's'1l. 

According to the renowned researcher of Dali, Mr. Pere Vehi of Cadaques, there was once a 

copy of the book brought back from Madrid in Dali's father's house and he surely saw it. 

I have got the second edition of the book published in 1929 and ascertained that the 

contents of the book are as follows. 

・UNA TEORiA SEXUAL. (p.116) 

・CINCO CONFERENCIAS SOBRE PS/COAN. 紅 ISIS

・INTRODUCCION AL ESTUDIO DE LOS SUENOS (p. 95) 

・MAS ALLA DEL PRINCIIPIO DEL PLACER 

UNA TEORIA SEXUAL completely matches to the Three Essays on Sexual Theory while 

INTRODUCCI6N AL ESTUDIO DE LOS SUENOS is not the voluminous Interpretation of 

Dreams but is another article. 

Dali tells us like this in his note to THE SECRET LIFE OF SALVADOR DALi. "At 

this period I had just begun to read Sigmund Freud's Interpretation of Dreams. This book 

presented itself to me as one of the capital discoveries in my life, and I was seized with a 

real vice of self-interpretation, not only of dreams but of everything that happened to me, 

however accidental it might seem at first glance." <2l 

It is obvious that the Three essays on sexual theory is much easier to read as compared 

with bulky Interpretation of dreams which was published in Spain later than previous one. 

As long as the early works of Dali are concerned, many erotic representations found in them 

are clearly understood when we refer to the Three essays on sexual theory <3l and, true or 

false, "everything happened" to Dali in his infancy and youth as told by himself Dali, sensing 

surrealists'preference to sexual representations, innocently applied Freud's sexual theory to 

his early works ahead of developing his famous "Paranoiac-Critical Method". 

Notes: 

(1) I. Gibson, Dalijouen, Dali GENIAL, Santillana Edition, Madrid, 2004, p. 130. 

(2) Salvador Dali, the Secret life of Salvador Dali, Dover edition, 1993, p. 167. 

(3) We can find English translation as such books "On Sexuality: Three Essays on the Theory of Sexuality and 

Other Works (Penguin Freud library)"and "Three Essays on the Theory of Sexuality(Basic Books)". 
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